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本書について 

1 本書について 

1.1 機能 
この取扱説明書には、設置、接続、コミッショニングに必要な情報、およ
びメンテナンスとトラブルシューティングのための重要な注意事項が記
載されています。したがって、使用を開始する前にこれを読み、装置のす
ぐ近くで製品の一部としていつでもアクセスできるようにしておく必要
があります。

1.2 対象者 
この取扱説明書は、訓練を受けた専門技術者を対象としています。この
説明書の内容は、専門技術者がアクセスできるようにし、実施する必要
があります。

1.3 使用されているアイコン 
情報、ヒント、注意事項  
このアイコンは、役に立つ追加情報を示しています。
注意： この警告を守らないと、障害や誤動作につながる可能性があり
ます。
警告：この警告を守らないと、人身事故や装置の重大な故障につながる
可能性があります。
危険： この警告を守らないと、重大な人身事故や装置の故障につなが
る可能性があります。
爆発の危険がある場合 
このアイコンは、爆発の危険がある場合のための特別な注意事項を示
します。
リスト 
前についている点は、記載順序に規定のないリストを示します。

取扱いステップ 
この矢印は、1つの取扱いステップを示します。
取扱い順序 
前についている数字は、一連の取扱い順序を示します。
バッテリーの廃棄処分 
このアイコンは、バッテリーおよび充電式バッテリーの廃棄処分に関す
る特別な注意事項を示しています。

1
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安全にお使いいただくために 

2 安全にお使いいただくために 

2.1 認定されたスタッフ 
この取扱説明書に記載されているすべての操作は、設備運用者により
承認され、訓練を受けた専門技術者のみが行うことができます。
装置で作業するときは、必要な個人用保護具を常に着用する必要があ
ります。

2.2 使用目的 
LEVEL TRANSMITTER 8189は、充填レベル測定用のセンサーです。
アプリケーション領域に関する詳細情報については、「製品説明」の章を
ご覧ください。
装置の操作上の安全性は、取扱説明書および補足説明書に記載された
情報に従って意図したとおりに使用された場合にのみ保証されます。

2.3 誤用に対する警告 
不適切な使用や目的外の使用は、容器のオーバーフローまたは誤った
設置や設定によるシステム部品の損傷など、装置のアプリケーション特
有の危険が生じる可能性があります。

2.4 一般的な安全注意事項 
装置は、通常の規制およびガイドラインに準拠した最新技術に対応して
います。技術的に問題がなく、操作上安全な状態でのみ操作できます。
運用者は、装置を障害のない状態で使用する責任があります。
運用者には、必要な労働安全対策が適用される一連の規則の最新版に
準拠していることを確認し、使用期間全体にわたって新しい規制を遵守
することも義務付けられています。
ユーザーは、この取扱説明書の安全注意事項、国別の設置基準、適用さ
れる安全規則および事故防止規則を遵守する必要があります。
安全および保証上の理由から、メーカーが許可した担当者のみが、取扱
説明書に記載されている以外の介入を行うことができます。無断での改
造・変更は禁止されています。
さらに、装置に添付されている安全マークおよび注意事項を遵守する
必要があります。
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2.5 CE適合 
本装置は適用される法的要件に適合しています 
EC指令検査の合格はCEマークにより確認しています。
電磁両立性 
4線式またはEx-d-ia仕様の装置は、産業環境での使用を目的としていま
す。伝導妨害および放射妨害は、EN 61326-1に準拠したクラスAの装置
と同様に予想されます。装置を異なる環境で使用する場合は、適切な対
策を講じて、他の装置との電磁両立性を確保する必要があります。

2.6 NAMUR推奨 
NAMURは、ドイツのプロセス産業における自動化技術の利益団体で
す。発行されたNAMURの推奨事項は、フィールド機器の標準と見なさ
れています。
本装置は、以下のNAMUR推奨事項の要件を満たしています。
• NE 21—機器の電磁両立性 
• NE 43—トランスミッタからの障害情報の信号レベル 
• NE 53—フィールド装置と表示・操作部の互換性 
• NE 107 — フィールド装置の自己監視と診断 
詳しい情報はwww.namur.deを参照。

http://www.namur.de
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製品説明 

3 製品説明 

3.1 構造 
銘板には、装置を識別して使用するための最も重要なデータが記載さ
れています。

4  

5  
6  
7  
8  
9  

3  

2  

1  14  

13  

12  

11  

10  

図1：銘板の記載内容 (例) 
1  装置タイプ 
2  品コード 
3  認可 
4  プロセスおよび周囲温度、プロセス圧 
5  電源および信号出力用電子機器 
6  保護等級 
7  プローブ長 
8  ハードウェアおよびソフトウェアのバージョン9の注文番号 
10  製品のシリアル番号 
11  装置保護クラスを示す記号 
12  ID番号 装置説明書 
13  装置説明書を遵守する際の注意点 
14  認可ガイドライン

この取扱説明書は、以下のバージョンの装置に適用されます。
• 1.0.0以降のハードウエア 
• 1.0.0以降のソフトウェア 
• SIL認証のない装置バージョンのみ 

装置および電子機器のバージョンは、銘板および電子機器に記載され
ている製品コードで識別できます。
• 標準的な電子機器：タイプ FX80H.- 

納入品は、以下のもので構成されています。
• センサー
• ドキュメント 

 — この取扱説明書 
 — 取扱説明書「表示および操作モジュール」 (オプション) 
 — Exに関する「安全注意事項」 (Ex仕様の場合) 
 — 必要に応じて、その他の証明書 

銘板  

本取扱説明書の適用範囲 

仕様 

納入品  
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3.2 動作モード 
LEVEL TRANSMITTER 8189は、連続充填レベル測定または界面測定用
の研磨済みロッド測定プローブ付きレベルセンサーで、食品および製
薬業界でのアプリケーションに特に適しています。
オプションとして、ハウジングが分離可能なオートクレーブ対応タイプも
ご用意しています。

高周波のマイクロ波パルスはスチール製ワイヤまたはロッドに沿って
誘導されます。マイクロ波パルスは充填材の表面に当たると反射しま
す。稼働時間は装置によって評価され、充填レベルとして出力されます。

h  

1  

d  

図2：充填レベル測定 
1 センサーの基準レベル (ライン接続部のシール面) 
d  界面までの距離 (HART-値 1) 
h  高さ—充填レベル 

プローブ終端検出 
感度を向上させるために、測定プローブにはプローブ終端検出機能を
搭載しました。この機能は、誘電率の低い充填製品で非常に役立ちま
す。例えば、プラスチック顆粒、包装用チップ、流体の入った容器などが
該当します。
誘電率が1.5～3の範囲では、必要に応じて機能がオンになります。充填
レベルエコーが検出されなくなると、自動的にプローブ終端検出が行
われます。測定は、最後に計算された誘電率で続行されます。
したがって、精度は誘電率の安定性に依存します。
誘電率が1.5以下の流体を測定する場合、プローブ終端検出は常にアク
ティブにになります。この場合、充填材の誘電率を入力する必要があり
ます。ここでは、誘電率が一定であることが特に重要です。

アプリケーション領域  

動作原理—充填レベル
測定  
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高周波のマイクロ波パルスはスチール製ワイヤまたはロッドに沿って
誘導されます。マイクロ波パルスは充填材の表面に当たると部分的に
反射します。他の部分は上層流体を通過し、界面で2回反射します。2つ
の流体層までの稼働時間は、装置によって評価されます。

h2  
h1  

L3  

L2  

L1  

d2  

TS  

d1  

1  

図3：界面測定 
1 センサーの基準レベル (ライン接続部のシール面) 
d1  界面までの距離 (HART-値 1) 
d2  充填レベルまでの距離 (HART-値 3) 
TS  上層流体の厚さ (d1～d2) 
h1  高さ—界面 
h2  高さ—充填レベル 
L1  下層流体 
L2  上層流体 
L3  気相  

上層流体 (L2) 
• 上層流体は導電性でないこと 
• 上層流体の誘電率または界面までの現在の距離を知らせる必要が

あります (入力が必要です)。最小誘電率：1.6
• 上部培地の組成が安定していること、培地や混合比を変えないこと 
• 上層流体が均質であること、流体内に層がないこと 
• 上層流体の最小厚さ50 mm (1.97インチ) 
• 下層流体、エマルジョン相または有機物層からの明確な分離が50 

mm (1.97インチ) 以下であること 
• 可能な限り表面に泡が立たないようにすること  

下層流体 (L1) 
• 上層流体の誘電率より少なくとも10高い誘電率、導電性であること

が望ましい。例：上層流体の誘電率2、下層流体の誘電率12以上。
気相 (L3) 
• エアまたはが混合ガス 
• 気相—アプリケーションによっては使用できない場合があります 

(d2=0) 

動作原理—界面測定  

界面測定の前提条件  
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装置は、工場出荷時に常に「充填レベル測定」アプリケーションにプリセ
ットされています。
界面測定では、コミッショニング中に目的の出力信号を選択できます。
 

3.3 梱包、輸送、保管 
設置場所までの輸送中、装置は梱包材で保護されています。通常の輸
送要件を満たしていることは、ISO 4180に準拠した試験により保証され
ています。
標準装置の場合、梱包材は段ボール製で、環境にやさしく、リサイクルす
ることもできます。特別タイプの場合、PEフォームまたはPEフィルムも使
用されます。梱包材は専門のリサイクル業者を通じて廃棄してください。

輸送は、輸送用梱包材に記載された注意事項に従って行う必要があり
ます。遵守しない場合、装置が損傷する可能性があります。

納入の際は、受領後すぐに完全性と輸送中の損傷がないかを確認する
必要があります。輸送中の損傷や隠れた欠陥が見つかった場合は、それ
に応じて対処する必要があります。

納入品は設置されるまで密封し、外側の設置および保管マークに従っ
て保管すること。
特に明記されていない限り、納入品は以下の条件下でのみ保管してく
ださい。
• 屋外に保管しないこと 
• 乾燥したほこりのない状態で保管すること 
• 刺激性流体にさらさないこと 
• 直射日光を避けること 
• 機械的な衝撃を与えないようにすること  

• 保管および輸送温度については、「付録—技術データ—周囲条件」
の章を参照してください 

• 相対湿度20～85% 

出力信号  

梱包  

輸送 

輸送検査 

保管  

保管および輸送温度
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3.4  アクセサリとスペアパーツ 
表示および操作モジュールは、測定値の表示、操作、診断に使用されま
す。センサーに挿入して、またいつでも取り外すことができます。
詳しい情報は取扱説明書の「表示および操作モジュール」 (文書ID 
41787) をご覧ください。

ネジ付きフランジは、次の規格に準拠したさまざまなタイプをご用意し
ています：DIN 2501、EN 1092-1、BS 10、ANSI B 16.5、JIS B 2210-1984
、GOST 12821-80。
詳しい情報は補足説明書の「DIN-EN-ASME-JISに準拠したフランジ」 (
文書ID 33784) をご覧ください。

電子モジュールは、LEVEL TRANSMITTERシリーズのTDRセンサーの交
換部品です。信号出力の違いにより1タイプずつご用意しています。
詳しい情報は取扱説明書の「電子モジュールLEVEL TRANSMITTER 
818X」をご覧ください。

LEVEL TRANSMITTER 8189をバイパスまたはスタンドパイプに取り付
ける場合は、プローブ終端のセンタリングスターを使用して、バイパスパ
イプとの接触を防ぐ必要があります。
詳しい情報は取扱説明書の「センタリング」をご覧ください。

表示および操作モジュール

フランジ  

電子モジュール  

センタリングスター  
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4 取付 

4.1 一般注意事項 
以下の対策を講じて、湿気から装置を保護してください。
• 推奨ケーブルを使用すること (「電源への接続」の章を参照) 
• ケーブル接続をしっかり締め付けること 
• ハウジングを回転させてケーブル接続が下を向くようにすること 
• 接続ケーブルをケーブル接続の手前で下方に導くこと 
特に以下の場合に該当：
• 屋外設置の場合 
• (清掃工程などにより) 湿気が予想される部屋 
• 冷却または加熱された容器について 

セルフシールのNPTネジ付きの装置ハウジングの場合、工場でケーブル
接続をねじ込むことはできません。そのため、ケーブルエントリーの開
口部は、輸送時の保護として赤色の保護キャップで閉じられています。
コミッショニングの前に、これらの保護キャップを認可されたケーブル
接続と交換するか、適切なブラインドプラグで密閉する必要があります。
適切なケーブル接続およびブラインドプラグが装置に付属しています。

プロセス内にある装置のすべての部品が、発生するプロセス条件に適
していることを確認してください。
具体的に該当するもの：
• 測定中の部分 
• ライン接続部 
• プロセスシーリング 
具体的なプロセス条件：
• プロセス圧 
• プロセス温度 
• 流体の化学的特性 
• 摩耗および機械的な衝撃 
プロセス条件に関する情報は「テクニカルデータ」の章および銘板をご
覧ください。

4.2  取付注意事項 
LEVEL TRANSMITTER 8189は、 
容器の組込み部品または容器の壁までの距離が300 mm 
(12インチ) 以上になるように取り付けてください。非金属容器の場合、
容器の壁までの距離は500 mm (19.7インチ) 以上必要です。
測定プローブは、操作中に組込み部品または容器の壁に触れてはなり
ません。必要に応じて、プローブ終端を固定します。

湿気からの保護  

保護キャップ  

プロセス条件への適合性  

取り付け位置  
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底が円錐形の容器の場合、センサーを容器の中央に取り付けると、ほぼ
容器の底まで測定できるため、有利になることがあります。ただし、測定
プローブの先端まで測定できない場合があります。最小距離 (下限遮断
距離) の正確な値は「技術データ」の章をご覧ください。

図4：底面が円錐形の容器 

プラスチック容器/ガラス容器 
誘導マイクロ波の測定原理では、プロセス接続部に金属面が必要です。
したがって、プラスチック容器などの場合は、フランジ (DN 50以降) を備
えた装置タイプを使用するか、ねじ込み時にライン接続部の下に板金 
(ø > 200 mm/8インチ) を設置ください。
プレートがライン接続部に直接接触していることを確認してください。
プラスチック容器など、金属製の容器壁を持たないロッドまたはワイヤ
測定プローブを取り付ける場合、測定値が強い電磁界の影響を受ける
可能性があります (EN 61326に準拠した干渉波：クラスA)。この場合、同
軸設計の測定プローブを使用してください。

容器タイプ  
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1   2  

図5：非金属容器への取付 
1  フランジ 
2  板金 

可能であれば、容器の接続プラグは避けてください。センサーは容器の
カバーとできるだけ同じ高さに取り付けてください。それができない場
合は、直径の小さい短い接続プラグを使用してください。
一般に、より高い、またはより大きな直径の接続プラグは可能です。上部
の遮断距離を長くすることはそれでも可能です。これがお客様の測定に
関連しているかどうかを確認してください。
このような場合、取付後に必ず干渉信号の抑制を行ってください。詳し
い情報は「コミッショニングの手順」をご覧ください。

d h

DN40 ...DN150  ≤150

>DN150 ...DN200  ≤100

d  h  

図6：接続プラグの取付 

接続プラグを溶接する場合は、接続プラグが容器の上面と同じ高さにな
るように溶接してください。

接続プラグ  
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1   2  

図7：同じ高さになるように接続プラグを取り付ける 
1  好ましくない取付 
2  接続プラグが同じ高さ—最適な取付  

容器に溶接作業を行う場合は、センサーから電子モジュールを取り外し
てください。これにより、誘導結合による電子機器の破損を防ぐことが
できます。

装置を充填の流れの上や中に取り付けないでください。流入する充填
材ではなく、充填材の表面を捉えるようにしてください。

図8：充填材が流入する中でのセンサーの設置 

センサー測定範囲の基準レベルは、ねじ込み式のねじまたはフランジ
のシール面です。
測定が不可能な最短距離 (遮断距離) を基準レベルより下、場合によっ
ては測定プローブ終端で維持する必要があることに注意してください。
特に、ワイヤの長さは、導電性流体でのみ最後まで使用できます。各流

溶接作業 

流入する充填材  

測定範囲  



16

46223-D
E-140331  

LEVEL TRANSMITTER 8189 • 4…20 mA/HART—2線式  

取付 

体の遮断距離は「テクニカルデータ」の章をご覧ください。調整の際、工
場出荷時の調整は水中での測定範囲であることに注意してください。

容器内に過大または過少の圧力がある場合は、ライン接続部を密閉す
る必要があります。使用前に、シーリング材が充填材およびプロセス温
度に耐性があるかどうかを確認してください。
最大許容圧力は「テクニカルデータ」の章、またはセンサーの銘板に記
載されています。

取付が困難な場合は、測定プローブを横向きに設置することもできま
す。これを行うには、ロッドエクステンションまたはアークセグメントを
使用して適宜ロッドを調整することができます。
その結果生じる稼働時間の変更を補正するには、プローブ長を装置に
よって自動的に決定させる必要があります。
円弧セグメントを使用する場合、決定されたプローブ長が実際の測定
プローブ長からずれている場合があります。
タンク壁に支柱やはしごなどの組込み部品がある場合は、測定プロー
ブをタンク壁から300 mm (11.81インチ) 以上離してください。
詳しい情報は、ロッドエクステンションの補足説明書をご覧ください。

接続プラグなど、設置条件が難しい場合は、ロッドエクステンションを使
用することで、測定プローブを適切に調整することができます。
その結果生じる稼働時間の変更を補正するには、プローブ長を装置に
よって自動的に決定させる必要があります。
詳しい情報は、ロッドエクステンションの補足説明書をご覧ください。

滅菌などのためにオートクレーブで使用する場合、LEVEL 
TRANSMITTER 8189はオートクレーブ対応タイプとして利用できます。
ライン接続部からハウジングを分離できます。スロット付きナットをフッ
クレンチで開き、ハウジングを上方向に引き抜きます。
ハウジングを取り外した後、ライン接続部の側面にカバーを取り付ける
必要があります。付属のスロット付きナットのあるカバーをライン接続
部の装置側にねじ込み、スロット付きナットを20 Nmのトルクで締め付
けます。
ハウジングやライン側に液体や汚れが入らないようにしてください。
オートクレーブ後、再びカバーを外し、ハウジングをライン接続部側に
垂直に置きます。スロット付きナットを20 Nmのトルクで締め付けます。

圧力  

横向きの取付  

ロッドエクステンション  

オートクレーブ対応タイプ  
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DIN DN25 DN32 DN40/1～1 1/2インチ ø 50.5

DIN DN50/2インチ ø 64

DIN DN65/3インチ ø 91

図9：オートクレーブ対応タイプ 
1  スロット付きナット 
2  ライン接続部 
3  スロット付きナットのあるカバー 
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5 電源に接続する 

5.1 接続の準備をする 

以下の安全注意事項を必ず守ってください。
• 非通電状態でのみ接続すること 
• 過電圧が予想される場合は、過電圧保護装置を設置すること 

電源および電流信号は、同じ2線式接続ケーブルで行われます。装置の
タイプにより、動作電圧が異なる場合があります。
電源に関するデータは「テクニカルデータ」の章をご覧ください。
DIN EN 61140 VDE 0140-1に従って、電源回路を主電源回路から安全
に分離してください。
動作電圧に与える影響として、さらに以下のことを考慮してください。
• 公称負荷における電源装置の出力電圧の低下 (例：センサー電流

が20.5 mAまたは22 mAでエラーメッセージが表示される場合) 
• 回路内のその他の装置の影響 (負荷値は「テクニカルデータ」の章

を参照) 

装置は、シールドなしの市販の2 線式ケーブルで接続されます。EN 
61326-1の工業地域向けテスト値を超える電磁波干渉が予想される場
合は、シールドケーブルを使用する必要があります。
HARTマルチドロップモードでは、通常、シールドケーブルの使用が推
奨されます。
ハウジングおよびケーブル接続付きの装置には、丸型断面のケーブル
を使用してください。ケーブル接続 (IP保護等級) のシーリング効果を確
保するために、ケーブル接続がどのケーブル外径に適しているかを確認
してください。
ケーブル径に合ったケーブル接続を使用してください。

プラスチックハウジングの場合、NPTケーブル接続またはコンジットス
チールパイプは、グリースを塗らずにねじ込み式インサートにねじ込む
必要があります。
すべてのハウジングの最大締め付けトルクは「テクニカルデータ」の章
を参照してください。

シールドケーブルが必要な場合は、ケーブルシールドを両側ともアース
電位に接続することが推奨されます。センサーでは、シールドを内部ア
ース端子に直接接続する必要があります。ハウジングの外部アース端子
は、低インピーダンスでアース電位に接続する必要があります。

安全注意事項 

電源  

接続ケーブル  

ケーブルエントリー ½ NPT  

ケーブルシールドおよびア
ース  
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Exシステムの場合、アースは設置規則に従って行われます。
電気めっきやCCP (陰極防食) システムにおいては、電位に大きな差が
あることを考慮する必要があります。このため、両側シールドアースの場
合、許容できないほど高いシールド電流が発生する可能性があります。

情報： 
装置の金属部分 (ライン接続部、トランスデューサ、被覆管など) は、ハウ
ジングの内側および外側のアース端子に導電的に接続されています。
この接続は、金属で直接接続するか、または外部電子機器を搭載した装
置の場合は、専用の接続ケーブルのシールドを介して行います。
装置内の電位の接続に関する情報は「テクニカルデータ」の章をご覧く
ださい。

5.2 接続 
電源および信号出力は、ハウジングのバネ式端子で接続されています。
表示および操作モジュール、またはインターフェースアダプタへの接続
は、ハウジングのコンタクトピンを介して行われます。

情報： 
端子ブロックはプラグ式で、電子機器から取り外すことができます。小型
のスクリュードライバーで端子ブロックを持ち上げて引き抜きます。再
度差し込むときは、所定の位置にカチッとはまる必要があります。

以下の手順で行ってください。
1. ハウジングカバーを外す 
2. 表示および操作モジュールがある場合は、少し左に回して取り外す 
3. ケーブル接続のユニオンナットを緩める 
4. 接続ケーブルの被覆を約10 cm (4インチ) 剥がし、ワイヤ端の被覆

を約1 cm (0.4インチ) 剥がす 
5. ケーブルをケーブル接続を通してセンサーに押し込む 

接続技術  

接続の手順  
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図10：接続の手順5および6—シングルチャンバーハウジング 

6. 配線図に従って、ワイヤ端を端子に差し込む 

情報： 
固定ワイヤおよびフェルール付きのフレキシブルワイヤは、端子の開口
部に直接差し込みます。エンドフェルールのないフレキシブルワイヤの
場合、小型のスクリュードライバーで端子上部を押すと、端子の開口部
が開放されます。スクリュードライバーを緩めれば再び端子が閉じます。
ワイヤの最大断面積に関する詳しい情報は「テクニカルデータ/メカニ
カルデータ」をご覧ください
7. 軽く引っ張って、ケーブルが端子に正しく装着されていることを確認

する 
8. シールドを内部のアース端子に接続し、外部のアース端子を等電位

ボンディングに接続する 
9. ケーブル接続のユニオンナットを締め付けます。シーリングリング

はケーブルを完全に包むこと 
10. 表示および操作モジュールがある場合は、再度取り付ける 
11. ハウジングカバーをネジ止めする 
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これで電気的な接続は完了です。

5.3 配線図シングルチャンバーハウジング 
以下の図は、非Ex、Ex-ia、およびEx-dタイプに適用されます。

1  

4～20 mA  

(  ) (-) 67 8  +  1 2 5  

2  

3  

4  

図11：電子機器および接続スペース シングルチャンバーハウジング 
1  電源、信号出力 
2  表示および操作モジュールまたはインターフェースアダプタ 
3  外部ディスプレイおよびコントロールユニット用 
4  ケーブルシールド接続用アース端子 

5.4 起動フェーズ 
装置を電源に接続した後、または電源復旧後、装置は約30秒間セルフ
テストを実行します。
• 電子機器の内部テスト 
• 装置タイプ、ハードウェアおよびソフトウェアのバージョン、測定ポ

イント名のディスプレイまたはPCへの表示 
• ステータスメッセージ「F 105測定値の決定」のディスプレイまたは

PCへの表示 
出力信号は設定された干渉電流にジャンプします。妥当な測定値が見
つかるとすぐに、関連する電流が信号ラインに出力されます。値は、現在
の充填レベルおよび工場出荷時の調整などすでに行われた設定に対
応しています。

電子機器および
接続スペース  
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6 表示および操作モジュールによるコミッショニ
ング 

6.1 表示および操作モジュールの挿入 
表示および操作モジュールは、いつでもセンサーに挿入および取り外し
できます。90°オフセットで4つのポジションを選択できます。この際電源
を遮断する必要はありません。
以下の手順で行ってください。
1. ハウジングカバーを外す 
2. 表示および操作モジュールを電子機器の希望する位置に置き、カチ

ッと音がするまで右に回す 
3. 点検窓のあるハウジングカバーをしっかりとネジ止めする 取り外し

は逆の手順で行います。
表示および操作モジュールはセンサーから供給され、それ以上の接続
は必要ありません。

図12：表示および操作モジュールのシングルチャンバーハウジングへの挿入 

注記： 
測定値を常時表示させるために表示および操作モジュールを後付けす
る場合は、点検窓付きの上げ底カバーが必要です。
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6.2 オペレーションシステム 

1  

2  

図13：ディスプレイおよび操作エレメント 
1  LCディスプレイ 
2  操作ボタン 

• [OK]ボタン：
 — メニューの概要に切り替える 
 — 選択したメニューを確認する 
 — パラメータを編集する 
 — 値を保存する 

• [->]ボタン：
 — 測定値の表示を変更する 
 — リスト項目を選択する 
 — 編集位置を選択する 

• [+]ボタン：
 — パラメータの値を変更する 

• [ESC]ボタン：
 — 入力をキャンセルする 
 — 上位のメニューに戻る 

表示および操作モジュールの4つのボタンでセンサーを操作します。個
々のメニュー項目は、LCディスプレイに表示されます。各ボタンの機能
については、前の図を参照してください。最後にボタンを押してから約
10分後に、自動的に測定値表示に戻ります。その際に、[OK]で確定され
ていない値は失われます。

電源投入後、LEVEL TRANSMITTER 8189は短いセルフテストを実行し、
その間に装置ソフトウェアがチェックされます。
出力信号は、起動フェーズ中にエラーメッセージを発します。

ボタン機能  

オペレーションシステム  

起動フェーズ  
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起動中は、ディスプレイおよび操作モジュールに以下の情報が表示さ
れます。
• 装置タイプ 
• 装置名 
• ソフトウェアバージョン (SWバージョン) 
• ハードウェアバージョン (HWバージョン) 

ボタン[->]で3種類の表示モードを切り替えることができます。
最初のビューでは、選択した測定値が大きな文字で表示されます。
2番目のビューでは、選択された測定値およびそれに対応する棒グラフ
が表示されます。
3番目のビューでは、選択された測定値および2番目に選択可能な値 (
温度値など) が表示されます。

6.3 パラメータ化—クイックコミッショニング 
センサーを測定タスクにすばやく簡単に適合させるには、表示および操
作モジュールのホーム画面でメニュー項目「クイックコミッショニング」
を選択します。

拡張操作については、次の節でご説明します。

測定ポイント名 
最初のメニュー項目では、適切な測定ポイント名を割り当てることがで
きます。名称は最大19文字まで入力できます。

流体タイプ  
次のメニュー項目では、装置がどのような流体タイプに 
適しているかを見ることができます。お客様の装置が特定の流体にしか
適していない場合、このメニュー項目は表示されません。

アプリケーション  
このメニュー項目では、アプリケーションを選択することができます。充
填レベル測定および界面測定から選択できます。また、容器内での測
定か、バイパスまたはスタンドパイプでの測定かを選択することができ
ます。

測定値表示  

クイックコミッショニング  

一般事項  
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流体—誘電率 
このメニュー項目では、流体タイプ (充填材) を定義することができます。
最大調整 
このメニュー項目では、充填レベルの最大調整を入力することができ
ます。
パーセント値については、容器満杯時の適切な距離値をメートル単位
で入力します。この距離は、センサーの基準レベル (ライン接続部のシ
ール面) を指します。最大充填レベルは遮断距離より下でなければなら
ないことに注意してください。

最小調整 
このメニュー項目では、充填レベルの最小調整を入力することができ
ます。
パーセント値については、空容器の適切な距離値をメートル単位で入
力します (フランジからプローブ終端までの距離など)。この距離は、セ
ンサーの基準レベル (ライン接続部のシール面) を指します。

誘電率—上層流体 
このメニュー項目では、流体タイプ (充填材) を定義することができま
す。

最大調整 
このメニュー項目では、充填レベルの最大調整を入力することができ
ます。
パーセント値については、容器満杯時の適切な距離値をメートル単位
で入力します。この距離は、センサーの基準レベル (ライン接続部のシ
ール面) を指します。最大充填レベルは遮断距離より下でなければなら
ないことに注意してください。

最小調整 
このメニュー項目では、充填レベルの最小調整を入力することができ
ます。
パーセント値については、空容器の適切な距離値をメートル単位で入
力します (フランジからプローブ終端までの距離など)。この距離は、セ
ンサーの基準レベル (ライン接続部のシール面) を指します。

最大調整—界面 
界面の最大調整を行います。

充填レベル測定  

界面測定  
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容器満杯時のパーセント値および適切な距離値をメートル単位で入力
します。

最小調整—界面 
界面の最小調整を行います。
空容器のパーセント値および適切な距離値をメートル単位で入力しま
す。

線形化 
容器の容量が充填レベルに比例して増加しないすべての容器には、線
形化が必要です。例えば、水平円形タンクまたは球形容器で容量の表
示または出力が必要な場合です。これらの容器に対応する線形化曲線
が保存されます。これらは、パーセント充填レベルと容器容量の比率を
示します。
線形化は、測定値表示および電流出力に適用されます。適切な曲線を
有効にすることで、容器容量のパーセンテージが正しく表示されます。

干渉信号の抑制 
高い位置にある接続プラグおよび容器の組込み部品は、干渉反射を引
き起こし、測定に影響を与える可能性があります。
干渉信号の抑制は、これらの干渉信号を検出、マーク、および保存して、
充填レベル測定および界面測定で考慮されないようにします。可能な限
り精度を上げるために、一般的に干渉信号の抑制を行うことが推奨さ
れます。これは、可能な限り低い充填レベルで行い、すべての存在する
可能性のある干渉反射を検出できるようにする必要があります。
センサーから充填材の表面までの実距離を入力します。
この領域に存在するすべての干渉信号が、センサーによって検出され、
保存されます。
測定プローブが露出すると同時に、装置は自動的に干渉信号の抑制を
実行します。干渉信号の抑制は毎回更新されます。

6.4 パラメータ化—拡張操作 
アプリケーション技術的に要求の高い測定ポイントについては「拡張操
作」でさらに設定することができます。

線形化  
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メインメニューは以下の機能ごとに5つのセクションに分かれています。

コミッショニング：測定ポイント名、流体、アプリケーション、容器、調整、
信号出力、装置ユニット、干渉信号の抑制、線形化曲線などの設定 
ディスプレイ：言語、測定値表示、バックライトなどの設定 
診断：装置ステータス、ドラッグポインター、測定信頼性、シミュレーショ
ン、エコー曲線などの情報 
その他の設定：リセット、日付/時刻、リセット、コピー機能 
情報：装置名、ハードウェアおよびソフトウェアのバージョン、校正日、装
置の特徴 

注記： 
測定を最適に設定するには、メインメニュー項目「コミッショニング」の
個々のサブメニュー項目を順番に選択し、正しいパラメータを指定する
必要があります。できるだけ順番を守ってください。
手順は以下の通りです。
以下のサブメニュー項目があります。

サブメニューの項目は以下の通りです。

ここで、適切な測定ポイント名を割り当てることができます。「OK」ボタン
を押して編集を開始します。「+」ボタンで文字を変更し、「->」ボタンで1
つ先にジャンプします。
名称は最大19文字まで入力できます。文字セットには以下が含まれま
す。
• A～Zの大文字 
• 0～9の数字 
• 特殊文字 + - / _ スペース 

メインメニュー  

コミッショニング—測定ポ
イント名  
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このメニュー項目では、距離単位および温度単位を選択します。

距離単位は、m、mm、フィートから選択できます。温度単位は、°C、°F、K
から選択できます。

このメニュー項目では、プローブ長を入力する、またはセンサーシステ
ムによって自動的に決定させることができます。
選択項目で「はい」を選択すると、プローブ長が自動的に決定されます。

「いいえ」を選択すると、プローブ長を手動で入力できます。

このメニュー項目では、測定する流体タイプを選択することができます。
液体とバルクから選択できます。

このメニュー項目では、アプリケーションを選択することができます。充
填レベル測定および界面測定から選択できます。また、容器内での測
定か、バイパスまたはスタンドパイプでの測定かを選択することができ
ます。

注記： 
アプリケーションの選択は、他のメニュー項目にも大きな影響を与えま
す。さらにパラメータを設定する場合、個々のメニュー項目はオプション
としてのみ利用可能であることに注意してください。
デモモードを選択するオプションがあります。
このモードは、テストおよびデモンストレーションにのみ適しています。
このモードでは、センサーはアプリケーションのパラメーターを無視し、
変化に即座に反応します。

このメニュー項目では、流体タイプ (充填材) を定義することができま
す。このメニュー項目は、メニュー項目「アプリケーション」で充填レベル
測定を選択した場合にのみ使用できます。

コミッショニング—単位  

コミッショニング—プロー
ブ長  

コミッショニング—流体
タイプ  

コミッショニング—アプリケ
ーション—アプリケーション  

コミッショニング—アプリケ
ーション—流体、誘電率  
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充填材は、以下の種類から選択できます。
誘電率 流体タイプ 例
>10 水溶性液体 酸、アルカリ、水
3～10 混合化学物質 クロロベンゼン、ニトロセルロースラッ

カー、アニリン、イソシアン酸塩、クロロ
ホルム

<3 炭化水素類 溶剤、オイル、液化ガス

このメニュー項目は、メニュー項目「アプリケーション」で界面測定を選
択した場合にのみ使用できます。このメニュー項目では、アプリケーショ
ンに重なった気相があるかどうかを入力できます。
気相が常時存在する場合にのみ、機能を「あり」に設定します。

このメニュー項目は、メニュー項目「アプリケーション」で界面測定を選
択した場合にのみ使用できます。このメニュー項目では、上層流体の流
体タイプを選択できます。

上層流体の誘電率を直接入力するか、装置に決定させることができま
す。これを行うには、界面までの測定距離または既知の距離を入力する
必要があります。

このメニュー項目では、充填レベルの最大調整を入力することができま
す。界面測定の場合、これは最大合計充填レベルになります。

コミッショニング—アプリケ
ーション—気相  

コミッショニング—アプリケ
ーション—誘電率  

コミッショニング—充填レ
ベルの最大調整  
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希望するパーセント値を[+] で設定し、[OK]で保存します。

パーセント値については、容器満杯時の適切な距離値をメートル単位
で入力します。この距離は、センサーの基準レベル (ライン接続部のシ
ール面) を指します。最大充填レベルは遮断距離より下でなければなら
ないことに注意してください。

このメニュー項目では、充填レベルの最小調整を入力することができま
す。界面測定の場合、これは最小合計充填レベルになります。

 
希望するパーセント値を[+]で設定し、[OK]で保存します。

パーセント値については、空容器の適切な距離値をメートル単位で入
力します (フランジからプローブ終端までの距離など)。距離はセンサー
の基準レベルを指します 
(ライン接続部のシール面)。

このメニュー項目は、メニュー項目「アプリケーション」で界面測定を選
択した場合にのみ使用できます。

また、界面測定の充填レベル測定の調整も引き継ぐことができます。「
はい」を選択すると、現在の設定が表示されます。

コミッショニング—充填レ
ベルの最小調整  

コミッショニング—界面の
最大調整  
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選択項目で「いいえ」を選択した場合は、界面の調整を個別に入力でき
ます。希望するパーセント値を入力します。

パーセント値については、容器満杯時の適切な距離値をメートル単位
で入力します。

このメニュー項目は、メニュー項目「アプリケーション」で界面測定を選
択した場合にのみ使用できます。前のメニュー項目 (充填レベル測定
の調整を引き継ぐ) で「はい」を選択した場合は、現在の設定が表示さ
れます。

選択項目で「いいえ」を選択した場合は、界面測定の調整を個別に入力
できます。

パーセント値に合わせて、空容器の適切な距離値をメートル単位で入
力します。

このメニュー項目で積分時間を0～999秒に設定し、プロセス関連の測
定値の変動を減衰させます。
メニュー項目「アプリケーション」で界面測定を選択した場
合、充填レベルおよび界面の減衰を個別に設定できます。

工場出荷時は減衰0秒に設定されています。

容器の容量が充填レベルに比例して増加しないすべての容器には、線
形化が必要です。例えば、水平円形タンクまたは球形容器で容量の表
示または出力が必要な場合です。これらの容器に対応する線形化曲線
が保存されます。これらは、パーセント充填レベルと容器容量の比率を
示します。

コミッショニング—界面の
最小調整  

コミッショニング—減衰  

コミッショニング—線形化  
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線形化は、測定値表示と電流出力に適用されます。適切な曲線を有効
にすることで、容器容量のパーセンテージが正しく表示されます。容量
をパーセントではなく、例えばリットルやキログラムで表示させる場合
は、メニュー項目「ディスプレー」でスケーリングを追加で設定すること
ができます。

警告： 
線形化曲線を選択した場合、測定信号は必ずしも充填高さに対して線
形ではなくなります。このことは、特にリミットスイッチのスイッチングポ
イントを設定する際に、ユーザーが考慮する必要があります。
以下では、容器の高さや接続プラグの補正など、容器の値を入力する必
要があります。
非線形の容器形状の場合、容器の高さと接続プラグの補正を入力しま
す。
容器の高さは、容器の全高を入力する必要があります。
接続プラグを補正する際、接続プラグの高さは容器の上端より高く入力
する必要があります。接続プラグが容器の上端より低い位置にある場
合、この値は負になることもあります。
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+ 
h  

D
  

- h
  

図14：容器の高さおよび接続プラグ補正値 
D  容器の高さ 
+h  正の接続プラグ補正値 
-h  負の接続プラグ補正値 

スケーリングが非常に広範囲に及ぶため、充填レベル値のスケーリング
は2つのメニュー項目に分かれています。

メニュー項目「充填レベル 1」では、ディスプレイ上の充填レベル値のス
ケーリングサイズおよびスケーリング単位を定義します (例：容量はリッ
トル単位)。

コミッショニング—充填レ
ベルのスケーリング  

コミッショニング—充填レ
ベル 1のスケーリング  
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スケーリングが非常に広範囲に及ぶため、充填レベル値のスケーリング
は2つのメニュー項目に分かれています。

メニュー項目「充填レベル 2」では、ディスプレイ上のスケーリング形
式、0％および100％の充填レベル測定値のスケーリングを定義します。

スケーリングが非常に広範囲に及ぶため、界面値のスケーリングは2つ
のメニュー項目に分かれています。

メニュー項目「界面 1」では、ディスプレイ上の界面値のスケーリングサ
イズおよびスケーリング単位を定義します (例：容量はリットル単位)。
また、界面測定の充填レベル測定のスケーリングも引き継ぐことができ
ます。「はい」を選択すると、現在の設定が表示されます。

選択項目で「いいえ」を選択した場合は、界面のスケーリングを個別に
入力できます。

メニュー項目「界面 (2)」では、ディスプレイ上のスケーリング形式、0％
および100％の界面測定値のスケーリングを定義します。

メニュー項目「電流出力サイズ」では、電流出力が参照する測定値を指
定します。

コミッショニング—充填レ
ベル 2のスケーリング  

コミッショニング—界面の
スケーリング 

コミッショニング—界面 (1) 
のスケーリング 

コミッショニング—界面 (2) 
のスケーリング  

コミッショニング—電流出
力サイズ  



LEVEL TRANSMITTER 8189 • 4…20 mA/HART—2線式  35

46
22

3-
D

E-
14

03
31

  
表示および操作モジュールによるコミッショニング 

メニュー項目「電流出力の調整」では、電流出力に対応する測定値を割
り当てることができます。

メニュー項目「電流出力モード」では、出力特性曲線および干渉発生時
の電流出力の作動を指定します。

工場出荷時の設定は、出力特性曲線4～20 mA、干渉モード < 3.6 mA
です。

メニュー項目「電流出力の最小/最大」では、動作中の電流出力の作動
を指定します。

工場出荷時の設定は、最小電流3.8 mA、最大電流20.5 mAです。

電流出力が追加された電子機器が装置に取り付けられている場合、追
加された電流出力を個別に設定できます。
メニュー項目「電流出力 2」では、追加された電流出力が参照する測定
値を指定します。
この手順は、上記の通常電流出力の設定に対応しています。「コミッショ
ニング—電流出力」を参照してください。

コミッショニング—電流出
力の調整  

コミッショニング—電流出
力モード  

コミッショニング—電流出
力の最小/最大 

コミッショニング—電流
出力 2  
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HART変数は非常に広範囲に及ぶため、表示は2つのメニュー項目に分
割されています。
メニュー項目「HART変数 1」では、センサーの最初のHART値PV (一次
値) および2番目のHART値SV (二次値) を表示できます。
表示および操作モジュールの値を変更することはできません。値を変更
するには、操作ソフトウェアPACTwareを使用する必要があります。

メニュー項目「HART変数 2」では、センサーの3番目のHART値TV (3番目
の値) および4番目のHART値QV (4分の1の値) を表示できます。
表示および操作モジュールの値を変更することはできません。値を変更
するには、操作ソフトウェアPACTwareを使用する必要があります。

以下のような条件では干渉反射が発生し、測定に影響を与える可能性
があります。
• 高い接続プラグ 
• ストラットなどの容器の組込み部品 
注記： 
干渉信号の抑制は、これらの干渉信号を検出、マーク、および保存して、
充填レベル測定および界面測定で考慮されないようにします。可能な限
り精度を上げるために、一般的に干渉信号の抑制を行うことが推奨さ
れます。これは、可能な限り低い充填レベルで行い、すべての存在する
可能性のある干渉反射を検出できるようにする必要があります。
以下の手順で行ってください。

センサーから充填材の表面までの実距離を入力します。

コミッショニング—HART
変数 (1)  

コミッショニング—HART
変数 (2)  

コミッショニング—干渉信
号の抑制  
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この領域に存在するすべての干渉信号が、センサーによって検出され、
保存されます。
注記： 
値が正しくない (大きすぎる) 場合、現在の充填レベルが干渉エコーと
して保存されるため、充填材表面までの距離を確認してください。これ
が原因で、この領域では充填レベルを検出できなくなる可能性があり
ます。
既にセンサーに干渉信号の抑制が作成されている場合、「干渉信号の
抑制」を選択すると、以下のメニュー画面が表示されます。

測定プローブが露出すると同時に、装置は自動的に干渉信号の抑制を
実行します。干渉信号の抑制は毎回更新されます。
メニュー項目「削除」は、既に作成されている干渉信号の抑制を完全に
削除するために使用します。これは、適用された干渉信号の抑制が容器
の測定条件と一致しなくなった場合に使用します。

メニュー項目「操作のロック/アンロック」では、不要または意図しない変
更からセンサーパラメーターを保護します。これにより、PINは恒久的に
有効/無効となります。
PINが有効な場合は、PINを入力しなくても以下の操作機能に限っては
可能です。
• メニュー項目の選択およびデータの表示 
• センサーから表示および操作モジュールへのデータの読み取り 

注意： 
PINが有効な場合、PACTware/DTM経由の操作だけでなく、他のシステ
ム経由の操作もロックされます。
PIN番号は「その他の設定—PIN」で変更できます。

メインメニュー項目「ディスプレイ」では、ディスプレイオプションを最適
に設定するために、個々のサブメニュー項目を順番に選択し、正しいパ
ラメータを指定する必要があります。手順は以下の通りです。
以下のサブメニュー項目があります。

コミッショニング—操作の
ロック/アンロック  

ディスプレイ  
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サブメニューの項目は以下の通りです。

このメニュー項目では、希望する言語を設定することができます。

センサーは納品時には注文した言語に設定されています。

このメニュー項目では、ディスプレイ上の測定値の表示を定義します。
その際に、2つの異なる測定値を表示できます。このメニュー項目では、
測定値 1を定義します。

表示値 1の工場出荷時設定は「充填レベルの充填高さ」になります。

このメニュー項目では、ディスプレイ上の測定値の表示を定義します。
その際に、2つの異なる測定値を表示できます。このメニュー項目では、
測定値 2を定義します。

表示値 2の工場出荷時設定は電子機器の温度になります。

オプションで内蔵されたバックライトは、操作メニューからオンにするこ
とができます。機能は動作電圧のレベルによって異なります。「テクニカ
ルデータ」を参照してください。

納品時にはバックライトはオフになっています。

このメニュー項目では、装置ステータスが表示されます。

ディスプレイ—メニュー
の言語  

ディスプレイ—表示値 1  

ディスプレイ—表示値 2  

ディスプレイ—バックライト  

診断—装置ステータス  
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測定値の最小値と最大値はセンサーに保存されます。メニュー項目「ド
ラッグポインターの距離」にこの両方の値が表示されます。
メニュー項目「コミッショニング—アプリケーション」で 
界面測定を選択した場合、充填レベル測定のドラッグポインター値に加
え、界面測定のドラッグポインター値も表示されます。

別のウィンドウで、両方のドラッグポインター値を別々にリセットするこ
とができます。

測定値の最小値と最大値はセンサーに保存されます。メニュー項目「ド
ラッグポインターの測定信頼性」にこの両方の値が表示されます。
測定は、プロセス条件の影響を受ける可能性があります。このメニュー
項目では、充填レベル測定の測定信頼性がパーセント値で表示されま
す。値が高いほど、測定の信頼性が高くなります。信頼性の高い測定で
は、値は90%以上を示します。
メニュー項目「コミッショニング—アプリケーション」で 
界面測定を選択した場合、充填レベル測定のドラッグポインター値に加
え、界面測定のドラッグポインター値も表示されます。

別のウィンドウで、両方のドラッグポインター値を別々にリセットするこ
とができます。

測定値の最小値と最大値はセンサーに保存されます。メニュー項目「そ
の他のドラッグポインター」に値が表示されます。
このメニュー項目では、電子機器温度および誘電率のドラッグポインタ
ー値を表示できます。

診断—ドラッグポインター
の距離  

診断—ドラッグポインタ
ーの測定信頼性  

診断—その他のドラッグポ
インター  
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別のウィンドウで、両方のドラッグポインター値を別々にリセットするこ
とができます。

メニュー項目「エコー曲線」は、測定範囲におけるエコーの信号強度をV
で示します。信号強度によって、測定の質を評価することができます。

以下の機能により、エコー曲線の一部分を拡大表示することができま
す。

• 「Xズーム」：測定距離の拡大表示機能 
• 「Yズーム」：Vの信号の1、2、5、10倍拡大表示 
• 「ズーム解除」：単倍率で表示を公称測定範囲にリセット 

このメニュー項目では、電流出力による測定値のシミュレーションを行
います。これにより、例えば下流の表示装置または制御システムの入力
カードを介して、信号経路をテストすることができます。

希望するシミュレーションサイズを選択し、希望する数値を設定します。

注意： 
シミュレーションの実行中、シミュレートされた値は4～20 mAの電流値
およびデジタルHART信号として出力されます。
シミュレーションを解除するには、[ESC]ボタンを押します。

診断—エコー曲線  

診断—シミュレーション  
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情報： 
最後のボタン操作から60分経過すると、自動的にシミュレーションが解
除されます。

メニュー項目「コミッショニング」では、コミッショニング時のエコー曲線
を保存することができます。これは一般的に推奨されており、資産管理
機能を使用するために必須です。充填レベルが可能な限り低いときに
保存してください。
これにより、動作時間の経過に伴う信号の変化を検出することができま
す。操作ソフトウェアPACTwareおよびPCを使用することにより、高解像
度のエコー曲線を表示し、コミッショニング時のエコー曲線と現在のエ
コー曲線との比較に使用することができます。

「エコー曲線メモリ」機能により、測定時のエコー曲線を保存すること
ができます。
サブメニュー項目「エコー曲線メモリ」に現在のエコー曲線を保存する
ことができます。
エコー曲線を記録するためのパラメータやエコー曲線の設定は、操作
ソフトウェアPACTwareで行います。
操作ソフトウェアPACTwareおよびPCを使用することにより、後で高解
像度のエコー曲線を表示し、測定の質を評価することができます。

4桁のPINを入力することにより、センサーデータを不正なアクセスや意
図しない変更から保護します。このメニュー項目では、PINの表示・編集・
変更を行います。ただし、メニューの「コミッショニング/操作のロック/ア
ンロック」で操作がアンロックされている場合にのみ行えます。

納品時には、PINは「0000」です。

このメニュー項目では、センサーの内部時計を設定します。

診断—エコー曲線メモリ  

その他の設定—PIN  

その他の設定—日付、時刻  
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リセットでは、ユーザーによって設定された特定のパラメータがリセッ
トされます。

以下のリセット機能があります。
納品時：注文固有の設定を含む工場出荷時のパラメータ設定を復元し
ます。適用された干渉信号の抑制、自由にプログラムされた線形化曲
線、および測定値メモリが削除されます。
基本設定：特殊パラメータを含むパラメータ設定を各装置のデフォルト
値にリセットします。適用された干渉信号の抑制、自由にプログラムさ
れた線形化曲線、および測定値メモリが削除されます。
装置のデフォルト値は、以下の表のとおりです。装置のタイプまたはアプ
リケーションによっては、すべてのメニュー項目が使用できない場合や
割り当てが異なる場合があります。

メニュー項目 デフォルト値 変更された値

操作のロック アンロック  

測定ポイント名 センサー  

units 距離単位：mm
温度単位：°C  

プローブ長 工場出荷時の測定プローブ長  

流体タイプ 液体  

アプリケーション 容器の充填レベル  

流体、誘電率 水溶性 > 10  

重なった気相 あり  

誘電率、上層流体 (TS) 1.5  

パイプ内径 200 mm  

最大調整—充填レベル 100%  

最大調整—充填レベル 距離：0.000 m(d)—遮断距離に注意  

最小調整—充填レベル 0%  

最小調整—充填レベル 距離：プローブ長—遮断距離に注意  

メニュー項目 デフォルト値 変更された値

充填レベル測定の調整を引き継ぎますか？ あり  

最大調整—界面 100%  

最大調整—界面 距離：0.000 m(d)—遮断距離に注意  

その他の設定—リセット  

試運転  



LEVEL TRANSMITTER 8189 • 4…20 mA/HART—2線式  43

46
22

3-
D

E-
14

03
31

  
表示および操作モジュールによるコミッショニング 

最小調整—界面 0%  

最小調整—界面 距離：プローブ長—遮断距離に注意  

積分時間—充填レベル 0.0秒  

積分時間—界面 0.0秒  

線形化タイプ 線形  

線形化—接続プラグ補正 0 mm  

線形化—容器の高さ プローブ長  

スケーリングサイズ—充填レベル 容量はリットル単位  

スケーリング単位—充填レベル リットル  

スケーリング形式—充填レベル 小数点以下なし  

充填レベルのスケーリング—100%に相当 100  

充填レベルのスケーリング—0%に相当 0  

充填レベル測定のスケーリングを引き継ぐ あり  

スケーリングサイズ—界面 容量  

スケーリング単位—界面 リットル  

スケーリング形式—界面 小数点以下なし  

界面のスケーリング—100%に相当 100  

界面のスケーリング—0%に相当 0  

電流出力 出力値
最初のHART変数 (PV)

線形化されたパーセント—充填
レベル  

電流出力—出力特性曲線 0～100%は4～20 mAに対応  

電流出力—障害時の作動 ≤3.6 mA  

電流出力—最小 3.8 mA  

電流出力—最大 20.5 mA  

電流出力 2—出力値
2番目のHART変数 (SV)

距離—充填レベル  

電流出力 2—出力特性曲線 0～100%は4～20 mAに対応  

電流出力 2—障害時の作動 ≤3.6 mA  

電流出力—最小 3.8 mA  

電流出力—最大 20.5 mA  

3番目のHART変数 (TV) 充填レベルの測定信頼性  

4番目のHART変数 (QV) 電子機器温度  
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メニュー項目 デフォルト値 変更された値

言語 注文固有  

表示値 1 充填レベルの充填高さ  

表示値 2 電子機器温度  

バックライト 電源オフ  

メニュー項目 デフォルト値 変更された値

ステータス信号—機能チェック 電源オン  

ステータス信号—仕様外 電源オフ  

ステータス信号—メンテナンス要件 電源オフ  

装置メモリ—エコー曲線メモリ 停止済み  

装置メモリ—測定値メモリ 開始済み  

装置メモリ—測定値メモリ—測定値 充填レベルの距離、充填レベルのパ
ーセント値、充填レベルの測定信頼
性、電子機器温度

 

装置メモリ—測定値メモリ—タイムグリッドへの
記録

3分  

装置メモリ—測定値メモリ—測定値差のある記録 15%  

装置メモリ—測定値メモリ—測定値での開始 非アクティブ  

装置メモリ—測定値メモリ—測定値での停止 非アクティブ  

装置メモリ—測定値メモリ—メモリが一杯になった
ら記録を停止

非アクティブ  

メニュー項目 デフォルト値 変更された値

PIN 0000  

日付 現在の日付  

時刻 現在の時刻  

時刻—形式 24時間  

プローブタイプ 装置固有  

装置の設定をコピーする機能です。以下の機能があります。
• センサーから読み取る：センサーからデータを読み出し、表示およ

び操作モジュールに保存します 
• センサーに書き込む：表示および操作モジュールからセンサーに

データを保存し直します 

ディスプレイ  

診断  

その他の設定  

その他の設定—装置の設
定をコピーする  
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表示および操作モジュールを操作するための以下のデータまたは設定
が保存されます。
• メニュー「コミッショニング」および「ディスプレイ」のすべてのデータ 
• メニュー「その他の設定」項目「リセット、日付/時刻」」 
• 特殊パラメータ 

コピーされたデータは、表示および操作モジュール内のEEPROMメモリ
に継続的に保存され、停電が発生した場合でも保持されます。そこから
1つまたは複数のセンサーに書き込んだり、電子機器交換時のデータバ
ックアップのために保存したりすることができます。

注記： 
センサーにデータを保存する前に、そのデータがセンサーに適合して
いるかどうかを確認します。データが適合しない場合、エラーメッセージ
が表示されるか、機能がブロックされます。センサーにデータを書き込
む際、そのデータがどの装置タイプに由来するものか、このセンサーが
どのTAG番号を持っていたかが表示されます。

このメニュー項目では、使用可能なすべての測定プローブのリストか
ら、測定プローブのタイプとサイズを選択することができます。これは、
電子機器を測定プローブに最適に適合させるために必要です。

このメニュー項目では、特殊パラメータを入力するために保護された領
域に入ることができます。稀なケースとして、個々のパラメータを変更し
て、センサーを特別な要件に適合させることができます。
特殊パラメータの設定変更は、当社サービス担当者にご相談の上で行
ってください。

センサーは、HART操作モード「アナログ電流出力」および「固定電流 (4 
mA)」を備えています。このメニュー項目では、HART運転モードの指定
およびマルチドロップモードのためのアドレスを入力します。
運転モード「固定電流出力」では、1本の2線式回線で最大63個のセンサ
ーを作動させることができます (マルチドロップモード)。各センサーに
は、0から63のアドレスを割り当てる必要があります。
機能「アナログ電流出力」を選択し、同時にアドレス番号を入力する場合、
マルチドロップモードで4～20 mAの信号を出力することができます。

その他の設定—プローブ
タイプ  

その他の設定—特殊パラ
メータ  

その他の設定—HARTモ
ード  
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うんてんモード「固定電流 (4 mA)」では、現在の充填レベルに関係な
く、4 mAの固定信号が出力されます。

工場出荷時は「アナログ電流出力」およびアドレスは00に設定されてい
ます。

このメニューでは、装置名および装装置のシリアル番号を読み出します。

このメニュー項目では、センサーのハードウェアおよびソフトウェアのバ
ージョンを表示します。

校正このメニュー項目では、センサーが工場で校正された日付、表示お
よび操作モジュールまたはPCを介してセンサーのパラメータを最後に
変更した日付が表示されます。

このメニュー項目では、認可、ライン接続部、シーリング、測定範囲、電子
機器、ハウジングなどのセンサーの特徴を表示します。

6.5  パラメータ化データのバックアップ 
設定されたデータは、本取扱説明書などにメモし、保存することが推奨
されます。それにより、複数回の使用またはサービス目的での使用が可
能です。
装置に表示および操作モジュールが搭載されている場合、センサーか
らのデータを表示および操作モジュールに保存することができます。手
順は、取扱説明書「表示および操作モジュール」のメニュー項目「センサ
ーのデータをコピーする」に記載されています。センサーの電源に障害
が発生した場合でも、データはそこに継続的に保存されます。
表示および操作モジュールを操作するための以下のデータまたは設定
が保存されます。

情報—装置名 

情報—装置のバージョン  

情報—工場出荷時の校
正日  

情報—センサーの特徴  
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• メニュー「コミッショニング」および「ディスプレイ」のすべてのデータ 
• メニュー「その他の設定」の項目「センサー固有の単位、温度単位、

線形化」 
• 自由にプログラム可能な線形化曲線の値 
この機能を使用して、ある装置から同型の別装置に設定を転送すること
もできます。センサーを交換する必要がある場合は、表示および調整モ
ジュールを交換用装置に接続し、メニュー項目「センサーのデータをコ
ピーする」でデータもセンサーに書き込みます。
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7 PACTwareによるコミッショニング 

7.1 PCの接続 

1  

5  

4  

3  

2  

図15：HART経由でPCを信号ラインに接続する 
1  センサー 
2  HART抵抗250 Ω (評価により選択可) 
3  2 mmプラグピンおよび端子付き接続ケーブル 
4  評価システム/SPS/電源 

7.2 PACTwareによるパラメータ化 
Windows PCでセンサーをパラメータ化するには、設定ソフトウェア
PACTwareおよび適切な装置ドライバが必要です 
(DTM) をFDT標準規格に従って作成する必要があります。利用可能な
DTMは、DVDにまとめられています。さらに、DTMはFDT標準規格に基
づき、他のフレームアプリケーションに統合することができます。

注記： 
すべての装置機能を確実にサポートするために、常に最新のDTMを使
用してください。また、ファームウェアの旧バージョンでは、記載されてい
るすべての機能が搭載されているわけではありません。最新の装置ソフ
トウェアは、当社ホームページからダウンロードできます。アップデート
方法の説明もインターネット上で公開されています。
その他のコミッショニングについては、PACTwareのオンラインヘルプ
およびDTMに記載されています。

インターフェースアダプタお
よびHART経由  

前提条件  
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図16：DTMのビューの例 

装置DTMには、プロジェクトのセットアップを簡単に行うための入力ア
シスタントが搭載されており、操作を大幅に簡略化することができます。
その際、プロジェクトドキュメントの保存および印刷、プロジェクトのイ
ンポートおよびエクスポートが可能です。
測定値とエコー曲線をDTMに保存することもできます。その他にも、タ
ンク計算プログラム、保存された測定値曲線およびエコー曲線を表示・
分析するマルチビューアも利用可能です。
対応する装置DTMは、付属のDVDに収録されています。また、DTMは当
社ホームページwww.buerkert.comからもダウンロードできます。

7.3 クイックコミッショニング機能での使用開始 
クイックコミッショニングは、センサーをパラメータ化するためのもう1
つのオプションです。これにより、最も重要なデータを簡単に入力でき、
センサーを標準アプリケーションにすばやく適応させることができま
す。これには、ホーム画面で「クイックコミッショニング」機能を選択して
ください。

装置DTM  

一般事項  

http://www.buerkert.com
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図17：クイックコミッショニングを選択する 
1  クイックコミッショニング 
2  拡張操作 
3  メンテナンス  

クイックコミッショニング  
クイックコミッショニングを使用すると、わずかな手順でLEVEL 
TRANSMITTER 8189をアプリケーションに合わせてパラメータ化できま
す。ウィザードによる操作には、簡単かつ安全なコミッショニングのため
の基本設定が含まれています。

情報： 
機能が無効になっている場合は、機器が接続されていない可能性があ
ります。装置との接続を確認してください。

拡張操作 
拡張操作では、DTM (Device Type Manager).の明確なメニューツリー
によって装置をパラメータ化します。これにより、クイックコミッショニン
グを超えた追加および専用の設定を行うことができます。

メンテナンス  
メニュー項目「メンテナンス」には、サービスとメンテナンスに関する広
範で重要な情報が提供されています。診断機能を呼び出し、電子機器の
交換またはソフトウェアのアップデートを行ってください。

「クイックコミッショニング」ボタンをクリックし、簡単かつ安全なコミッ
ショニングのためのウィザードによる操作を開始してください。

クイックコミッショニングを
開始する  
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装置名  
ここには、お使いの装置の名称が表示されます。装置名は変更できな
い状態で装置に保存されているため、この行を変更することはできま
せん。

シリアル番号  
ここには、装置のシリアル番号が表示されます。シリアル番号は変更で
きない状態で装置に保存されているため、この行を変更することはで
きません。

測定ポイント名 
ここでは、LEVEL TRANSMITTER 8189に適切な測定ポイント名を付ける
ことができます。名称は最大19文字まで入力できます。ここでは、大文字
と小文字のアルファベットおよび数字を使用できます。特殊文字 + - . : 
および ( ) / < > も使用できます 

プローブ長が変更されましたか？ 
測定プローブの長さを変更した場合は、この選択フィールドに入力する
必要があります。

• 「いいえ」を選択すると、装置は自動的に工場出荷時の調整で事前
設定された長さを使用します。

• 「はい」を選択すると、装置の変更された長さを別のフィールドに
入力できます。

シール面からのプローブ長  
測定プローブ長を変更した場合、このフィールドに測定プローブの変更
された長さを入力できます。選択した寸法単位に注意してください。

プローブ長の自動特定 
測定プローブ長が分からない場合、このフィールドで測定プローブ長を
自動的に特定することができます。このための前提条件は、測定プロー
ブが露出しており、充填材によって覆われていないことです。

「今すぐ実行」をクリックし、長さの自動特定を開始します。

媒体タイプ  
ここでは、装置に適した媒体のタイプを確認できます。この機能が無効
になっている場合は、お使いの装置に適した媒体タイプがあらかじめ設
定されています。

情報： 
特殊なケースでは、媒体タイプを変更できます。この設定は「拡張操作」
で変更できます。

アプリケーション  
この選択フィールドでは、装置の使用対象となるアプリケーションを選
択できます。以下の選択オプションがあります。
• 容器の充填レベル 
• バイパス/スタンドパイプの充填レベル 
• 容器内の界面 
• バイパス/スタンドパイプの界面 
• デモモード 

手順 1 
装置構成  

手順 2 
アプリケーション  
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充填レベル測定：「充填レベル」を選択すると、別のフィールドで媒体の
特性を選択できます。
界面測定： 「界面」を選択した場合、装置は、重なった気相、界面までの
距離、上部媒体の誘電率といった追加の情報入力を必要とします。
デモモード： このモードは、テストおよびデモにのみ適しています。この
モードでは、センサーはすべてのパラメータを無視し、測定範囲内の測
定値変化に即座に反応します。

アプリケーション—充填レベル測定  
充填レベルの測定は、気相への境界を形成する充填材表面を基準とし
ます。
装置は、デフォルトで液体の充填レベルを測定するように設定されてい
ます。ただし、装置をバルク材の測定に切り替えることができます。
• 液体 

 — 溶剤、オイル、LPG—誘電率 < 3 
 — 薬品混合物—誘電率 3～10 
 — 水溶性—誘電率 > 10 

• バルク材 
 — ダスト、木屑—誘電率 < 1.5 
 — 顆粒、ダスト、粉末—誘電率 1.5～3 
 — 穀物、小麦粉—誘電率 > 3 

アプリケーション—界面測定  
界面測定は、2つの液体間の相境界で行われます。さらに、総充填レベ
ルも測定値として利用可能です。
• 重なった気相がある場合 

 — 容器内に重なった気相があるかどうかを確認してください。こ
れは、ライン接続部に総充填レベルが存在しない場合は常に
そうです。

• 特性 
 — ここでは、上部媒体の誘電率を入力できます 
 — または、界面までの距離を入力することもできます 

レベル測定の調整  
前のメニューで充填レベル測定を選択した場合は、最小および最大調
整の値を入力できます。入力する値は、ライン接続部のシール面からの
充填レベルの距離となります(センサー基準レベル)。

充填レベルおよび界面測定の調整 
前のメニューで界面測定を選択した場合、充填レベルおよび界面の最
小および最大の調整値を入力するか、充填レベル測定からの値を適用
できます。入力する値は、ライン接続部のシール面からの充填レベルま
たは界面までの距離となります(センサー基準レベル)。

手順 3 
調整  
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線形化は、高さではなく体積に比例して測定値が出力される場合に必
要となります。線形化は、充填レベルと界面測定に同じ効果をもたらし
ます。拡張操作には、その他の線形化タイプがあります。
非線形容器がある場合、ここで適切な線形化曲線を選択できます。
• 線形 
• ボールタンク 
• 水平円形タンク 
非線形の状況下では、次の容器寸法を入力する必要があります。
• 接続プラグの高さ h 
• 容器の 

このウィンドウでは、出力信号を設定できます。機能が無効の場合は、「
拡張操作」を用いて設定を変更できます。

これらの設定を用いて、センサーの最適化が可能です。これにより、測定
された距離と表示値を比較し、必要に応じて修正することができます。

プローブが液体に浸されている(覆われている)状態  
測定プローブが液体に浸されているかどうかを選択してください。

充填材までの測定距離  
測定プローブが充填材に浸されている場合、ここで充填材までの測定
された距離を入力できます。

表示された距離は正しいですか？ 
表示された距離は正しいですか？可能であれば、ここで充填材までの測
定された距離を入力します。

干渉信号の抑制  
この機能を用いて、干渉信号の自動抑制を実行できます。当社は、いず
れの場合にせよ、干渉信号の抑制を推奨しています。

装置のコミッショニングが完了したら、追加の設定を行うことができま
す。これには、データのさまざまなバックアップと、不正または偶発的な
操作に対する装置のロックが含まれます。

装置パラメータのバックアップファイルを作成しますか？ 
データのバックアップでは、装置の現在のパラメータがファイルに保存
されます。これを後で使用すれば、装置パラメータを復元できます。ファ
イルを作成するため、すべてのデータが装置から読み出されます。この
プロセスには数分かかる場合があります。

装置文書を作成しますか？ 
この機能は、現在の装置パラメータ化のPDFファイルを作成し、必要に
応じて印刷するために使用されます。PDFファイルを開くには、適切なソ
フトウェア(Acrobat Readerなど)が必要です。PDFファイルを作成し、必
要に応じて印刷するために、すべてのデータが装置から読み出されま
す。この機能を使用するには、DTM Collectionのフルバージョンが必要
です。このプロセスには数分かかる場合があります。

手順 4  
線形化  

手順 5  
設定—出力信号 

手順 6  
センサーの最適化  

手順 7  
追加設定  
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コミッショニングのエコー曲線をセンサーに保存しますか？ 
装置の初回コミッショニングは完了しましたか？当社は、この場合、後で
装置をテスト、診断するために、現在の信号条件を保存しておかれるこ
とを推奨します。

暗証番号の入力後、操作をロックしますか？ 
装置は、現在設定されている暗証番号でロックされています。パラメー
タ化は、暗証番号を再度入力した後でのみ行うことができます。

7.4 PACTwareによるパラメータ化 
Windows PCでセンサーをパラメータ化するには、設定ソフトウェア
PACTwareおよびFDT標準に基づく適切な装置ドライバ(DTM)が必要で
す。利用可能なDTMは、DVDにまとめられています。さらに、DTMはFDT
標準規格に基づき、他のフレームアプリケーションに統合することがで
きます。

注記： 
すべての装置機能を確実にサポートするために、常に最新のDTMを使
用してください。また、ファームウェアの旧バージョンでは、記載されてい
るすべての機能が搭載されているわけではありません。最新の装置ソフ
トウェアは、当社ホームページからダウンロードできます。アップデート
方法の説明もインターネット上で公開されています。
その他のコミッショニングについては、PACTwareのオンラインヘルプ
およびDTMに記載されています。

図18：DTMのビューの例 

前提条件  
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装置DTMには、プロジェクトのセットアップを簡単に行うための入力ア
シスタントが搭載されており、操作を大幅に簡略化することができます。
その際、プロジェクトドキュメントの保存および印刷、プロジェクトのイ
ンポートおよびエクスポートが可能です。
測定値とエコー曲線をDTMに保存することもできます。その他にも、タ
ンク計算プログラム、保存された測定値曲線およびエコー曲線を表示・
分析するマルチビューアも利用可能です。
対応する装置DTMは、付属のDVDに収録されています。また、DTMは当
社ホームページwww.buerkert.comからもダウンロードできます。

7.5 パラメータ化データのバックアップ 
PACTwareを介してパラメータ化データを文書化または保存されること
を推奨します。それにより、複数回の使用またはサービス目的での使用
が可能です。

装置DTM  

http://www.buerkert.com
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8 他のシステムを用いた使用開始 

8.1 DD操作プログラム 
装置の説明は、AMS™ および PDMといったDD操作プログラム向け
のEnhanced Device Description (EDD)として利用可能です。

8.2 フィールドコミュニケーター 375、475 
装置の説明は、フィールド コミュニケータ 375 または 475 を使用した
パラメータ化用 EDD として装置で利用できます。
EDDをフィールド コミュニケータ 375 または 475 に統合するには、メー
カーから入手できるソフトウェア「Easy Upgrade Utility」が必要です。こ
のソフトウェアは、インターネット経由で更新され、新しい EDD はメー
カーの承認後、自動的にこのソフトウェアの装置カタログに含められま
す。その後、フィールド コミュニケータに転送できます。
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9 診断とサービス 

9.1 メンテナンス 
使用目的どおり、そして通常モード使用するかぎり、メンテナンスは必要
ありません。

9.2 診断メモリ 
装置には、診断に使用できる複数のメモリがあります。このデータは、停
電時でも保持されます。

センサーのリングメモリには、最大10万件の測定値を保存できます。各
エントリには、日付/時刻およびそれぞれの測定値が含まれます。保存可
能な値の例：
• 距離 
• 充填高さ 
• パーセント値 
• 線形化されたパーセント 
• スケーリング 
• 電流値 
• 測定信頼性 
• 電子機器温度 
測定値メモリは納入時も有効であり、 
3分ごとに距離、測定信頼性、電子機器温度を保存します。
拡張操作では、希望する測定値を選択できます。
希望の値と記録条件は、PACTware/DTM を備えたコンピュータまたは 
EDD を備えた制御システムを介して規定されます。このようにして、デー
タの読み出しまたはリセットが行われます。

最大 500 件のイベントがタイムスタンプ付きでセンサーに削除不可な
状態で自動的に保存されます。各エントリには、日付/時刻、イベントタイ
プ、イベントに関する説明、および値が含まれます。イベントタイプの例：
• パラメータの変更 
• オン/オフの時点 
• ステータスメッセージ (NE 107準拠) 
• エラーメッセージ (NE 107準拠) 
データは、PACTware/DTM を備えたコンピュータまたは EDD を備えた
制御システムを介して読み出されます。

エコー曲線は、日時、および関連するエコーデータとともに保存されま
す。メモリは次の2つの領域に分割されています。
コミッショニング エコー曲線：これは、コミッショニング中の測定条件の
基準となるエコー曲線として機能します。運転中の測定条件の変化やセ
ンサーへの付着物を検出できます。コミッショニングのエコー曲線は、
以下の方法で保存されます。
• PACTware/DTM を備えたコンピュータ 
• EDD を備えた制御システム 
• 表示および操作モジュール 

測定値メモリ  

イベントメモリ  

エコー曲線メモリ  
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その他のエコー曲線：このメモリ領域では、最大10件のエコー曲線をセ
ンサーのリングメモリに保存できます。エコー曲線をさらに保存する場
合は、次の方法で行うことができます。
• PACTware/DTM を備えたコンピュータ 
• EDD を備えた制御システム 
• 表示および操作モジュール 

9.3 ステータスメッセージ 
装置には、NE 107 および VDI/VDE 2650 に準拠した自己監視機能と診
断機能が搭載されています。次の表に示すステータスメッセージに対す
る詳細なエラーメッセージは、表示および調整モジュールのメニュー項
目「診断」、PACTware/DTM および EDD で確認できます。

ステータスメッセージは、以下のカテゴリに分類されています。
• 故障 
• 機能チェック 
• 仕様外 
• メンテナンス要 
また、以下のピクトグラムで表現されます。

1 2 3  4  
図19：ステータスメッセージのピクトグラム 
1  故障 (Failure)—赤 
2  仕様外 (Out of specification)—黄 
3  機能チェック (Function check)—オレンジ 
4  メンテナンスの必要性 (Maintenance)—青 

故障 (Failure)：装置で誤動作が検出されたため、装置は障害メッセー
ジを出します。
このステータスメッセージは常に有効です。そのため、ユーザーが無効
化にすることはできません。
機能チェック (Function check)：装置で作業が行われており、測定値は
一時的に無効 (シミュレーション中など)。
このステータスメッセージは、デフォルトでは無効になっています。ユー
ザーは、PACTware/DTM または EDD を介してこれを有効にできます。

仕様外 (Out of specification)： 装置の仕様限界を超えているため、測
定値は不確かとなっています (電子機器の温度など)。
このステータスメッセージは、デフォルトでは無効になっています。ユー
ザーは、PACTware/DTM または EDD を介してこれを有効にできます。

ステータスメッセージ  
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メンテナンスの必要性 (Maintenance)：装置の機能は、外部の影響によ
って制限されます。測定は影響を受けますが、測定値はなお有効です。
近い将来に故障が予想されるため (例：付着物による)、装置のメンテナ
ンスをスケジュールしてください。
このステータスメッセージは、デフォルトでは無効になっています。ユー
ザーは、PACTware/DTM または EDD を介してこれを有効にできます。

以下の表は、ステータスメッセージ「Failure」のエラーコードとテキスト
メッセージを示し、原因と対応策に関する情報を提供します。一部の情
報は4線式装置にのみ適用されることに注意してください。

コード
テキストメッ
セージ

原因 対応策

F013
測定値がない

 — 作動中、センサーがエコー
を検出しません

 — プロセスモジュールま
たは

 — 測定プローブが汚れて
いるか、または故障して
います

 — インストールおよび/また
はパラメータ化を確認ま
たは修正する

 — プロセスモジュールま
たは

 — 測定プローブを清掃する
か、または交換します

F017
調整範囲が小
さすぎ

 — 調整が 
 — 仕様の範囲内ではあり

ません

 — 調整を限界値に応じて
変更する 

 — (最大値と最小値の差 ≥ 
10 mm)

F025
線形化表のエ
ラー

 — 補間点は、常に増加してい
るわけではありません(非
論理的など) 

 — 値のペア

 — 線形化表の値を確認する
 — 線形化表を削除する/新

規作成する

F036
使用可能なソ
フトウェアが
ない

 — ソフトウェアのアップデー
トに失敗したか、または中
断されました

 — ソフトウェアのアップデ
ートを

 — 繰り返してください
 — 電子機器の仕様を確認し

てください
 — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します

F040
電子機器なの
エラー

 — ハードウェアの故障  — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します

F041
プローブの
喪失

 — ワイヤプローブが破断し
たか、または 

 — ロッドプローブが故障し
ています

 — 測定プローブを点検し、
必要に応じて交換します

F080
一般的なソ
フトウェアエ
ラー

 — 一般的なソフトウェア
エラー

 — 動作電圧を短時間切り
離します

Failure  
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コード
テキストメッ
セージ

原因 対応策

F105
測定値の特定

 — 装置はまだ起動中で、 
 — 測定値はまだ特定され

ません

 — 起動プロセスが終了する
のを待ってください

 — 仕様とパラメータ化に応
じて最大 5 分。

F113
通信エラー

 — 電磁障害
 — 4線式電源との内部通信

中に伝送エラーが発生し
ました

 — 電磁界による影響を除去
してください

 — 4線式電源または電子機
器を交換します

F125
不適切な電子
機器の温度

 — 電子機器の温度が指定
された範囲内から外れて
います

 — 周囲温度を点検します
 — 電子機器の断熱を行

います
 — より高い温度範囲を持つ

装置を使用してください
F260
校正エラー

 — 工場で実施された校正
のエラー

 — EEPROMのエラー

 — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します

F261
装置設定での
エラー

 — コミッショ二ングでのエ
ラー

 — リセットの実行中のエ
ラー

 — 干渉信号の抑制が不適
切です

 — リセットを実行します
 — コミッショニングを繰り

返します

F264
設置/コミッシ
ョニングにお
けるエラー

 — コミッショ二ングでのエ
ラー

 — インストールおよび/また
はパラメータ化を確認ま
たは修正する

 — プローブ長を確認します

F265
測定機能の
障害

 — センサーが測定を行わな
くなっています

 — リセットを実行します
 — 動作電圧を短時間切り

離します

F266
不適切な動作
電圧

 — 動作電圧が指定範囲を下
回っています

 — 電源への接続を確認し、
 — 必要に応じて動作電圧を

高めに設定してください

F267
使用可能な
センサーが
ない

 — センサーが起動しません  — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します
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以下の表は、ステータスメッセージ「Function check」のエラーコードと
テキストメッセージを示し、原因と対応策に関する情報を提供します。

コード

テキストメッ
セージ

原因 対応策

C700

シミュレーシ
ョンが有効

 — シミュレーションが有効
です

 — シミュレーションを終了
します

 — 60分後の自動終了を待
ちます

以下の表は、ステータスメッセージ「Out of specifications」のエラーコ
ードとテキストメッセージを示し、原因と対応策に関する情報を提供し
ます。

コード
テキストメッ
セージ

原因 対応策

S600
不適切な電子
機器の温度

 — 電子機器の温度が指定
された 

 — 範囲から外れています

 — 周囲温度を点検します
 — 電子機器の断熱を行

います
 — より高い温度範囲を持つ

装置を使用してください
S601
過充填

 — 容器の過充填による 
 — 危険

 — これ以上充填が行われ
ないように注意してく
ださい

 — 容器の充填レベル確認
S603
不適切な動作
電圧

 — 動作電圧が指定 
 — 範囲を下回っています

 — 電源への接続を確認し、
 — 必要に応じて動作電圧を

高めに設定してください

以下の表は、ステータスメッセージ「Maintenance」のエラーコードとテ
キストメッセージを示し、原因と対応策に関する情報を提供します。

コード
テキストメッ
セージ

原因 対応策

M500
出荷時状態
へのリセット
におけるエ
ラー

 — 出荷時状態にリセットする
際、データを復元できませ
んでした

 — リセットを繰り返します
 — センサーデータを含む

XMLファイルをセンサー
に読み込みます

M501
有効でない線
形化表でのエ
ラー

 — ハードウェアエラー 
EEPROM

 — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します

M502
診断メモリの
エラー

 — ハードウェアエラー 
EEPROM

 — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します

機能チェック  

規格外  

Maintenance  
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コード
テキストメッ
セージ

原因 対応策

M503
測定精度が低
すぎ

 — 高精度の測定を行うに
は、エコー/ノイズ比が低
すぎます

 — 設置条件とプロセス条件
を確認してください

 — アンテナを清掃してく
ださい

 — 極性方向を変えてみて
ください

 — 感度のより高い装置を使
用してください

M504
装置インター
フェース1つ
のエラー

 — ハードウェアの故障  — 接続を点検してください
 — 電子機器を交換します
 — 装置の修理を依頼します

M505
エコーがない

 — 充填レベルエコーが検出
されなくなりました

 — アンテナを清掃してく
ださい

 — より適切なアンテナ/セン
サーを使用してください

 — 必要に応じて存在する
干渉エコーを排除してく
ださい

 — センサーの位置と向きを
最適化してください

9.4 障害の解消 
発生した障害を解消するため、適切な措置を講じることは、システム運
用者の責任です。
まず先に行う対策は以下のとおりです。
• エラーメッセージの評価 (例：表示および操作モジュールを使用) 
• 出力信号の点検 
• 測定誤差の取り扱い 
PACTware ソフトウェアと対応する DTM を備えたコンピュータを用いる
ことで、さらに包括的な診断オプションが提供されます。多くの場合、こ
の方法で原因が特定され、障害を解消できます。
回路接続図に従って、適切な測定範囲にマルチメーターを接続します。
以下の表は、現在の電流信号で発生する可能性のあるエラーについて
記述し、それらを解消するのに役立ちます。

エラー 原因 対応策
4～20 mAの信
号が安定してい
ない

 — 測定値の
変動

 — 装置に応じて、表示および操作モ
ジュールまたは

 — PACTware/DTM を介して減衰を
設定します

障害発生時の対応 

障害を解消するための手順 

4〜20 mAの信号 を点検
します  
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エラー 原因 対応策
4～20 mA信号
がない

 — 電気 
 — 接続に問題

があります

 — 「接続手順」の章に従って接続を
点検し、必要に応じて「接続回路」
の章に従って修正を行います

 — 電源供給が
ない

 — 断線が発生していないか点検し、
必要に応じて修理します

 — 動作電圧が
低すぎるか、
または負荷
抵抗が高す
ぎます

 — 点検し、必要に応じて調整します

電流信号が 22 
mA 超または 3.6 
mA 未満

 — センサーの
電子モジュー
ルが故障し
ています

 — 装置を交換するか、修理を依頼
します

以下の表は、アプリケーションに関連する測定誤差の典型例を示してい
ます。以下の場合によって、測定誤差は異なります。
• 一定の充填レベル 
• 充填 
• 排出 

「エラー画像」列の画像では、実際の充填レベルが破線で、センサーが
示す充填レベルが実線で示されています。

充
填

レ
ベ

ル
  

0  

1 
2  

時間  

図20：破線 1 は実際の充填レベルを、実線 2 はセンサーが示す充填レベルを示
しています 

注記：
• センサーが一定の値を示している場合、電流出力の障害設定も「値

を維持」に設定されていることが原因である可能性があります 
• 充填レベル表示が低すぎる場合、ケーブルでの抵抗が高すぎること

が原因である可能性があります 

測定誤差の取り扱い  
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エラーの説明 エラー画像 原因 対応策
1.測定値の充填レベ
ルが低すぎか、または
高すぎ

時間
充

填
レ

ベ
ル

0

 — 最小/最大レベルの調整が正
しくない

 — 最小/最大レベルの調整を合
わせます

 — 線形化曲線が間違っています  — 線形化曲線がを調整します

 — 稼働時間エラー (100%近くで
の小さなエラー/0%近くでの
大きなエラー)

 — コミッショニングを繰り返
します

2.測定値が 
100%方向にジャン
プする

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — プロセスが原因で、製品エコー
の振幅が減少します

 — 干渉信号の抑制は行われませ
んでした

 — 干渉信号の抑制を行います

 — 干渉信号の振幅または位置が
変化し (例: 製品の蓄積)、干渉
信号の抑制が機能しなくなっ
ています

 — 干渉信号の変化の原因を特
定し、製品の蓄積などで干渉
信号を抑制します

エラーの説明 エラー画像 原因 対応策

3.充填中、測定値が底部
で動かなくなる

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — 製品のエコーよりもプローブ
端のエコーが大きくなってい
ます (εr < 2.5 油性、溶剤など
の製品)。

 — 媒体とタンク高さのパラメー
タを確認し、必要に応じて調
整します

4.充填中に測定値が一
時停止し、その後、正し
い充填レベルにジャン
プする

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — 製品表面の乱れ、高速充填  — パラメータを確認し、必要に応
じて変更します (例：ディスペ
ンシングタンク、リアクター内)

5.充填時、測定値が散
発的に 100% にジャン
プする

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — 測定プローブにさまざまな凝
縮物または汚れがあります

 — 干渉信号の抑制を行います

6.測定値が 100% 以上
または 0 m の距離にジ
ャンプする

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — 近距離での干渉信号によって、
近距離で充填レベルエコーが
検出されなくなりました。セン
サーは過充填保護モードに切
り替わります。最大充填レベ
ル (距離 0 m) とステータスメ
ッセージ「過充填保護」が出力
されます。

 — 近距離での干渉信号を解消
します

 — 設置状況を点検します
 — 可能であれば、過充填保護機

能をオフにします

一定の充填レベルでの測定誤差  

充填時の測定エラー
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エラーの説明 エラー画像 原因 対応策
7.排出時、近距離での測
定値が止まる

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — 充填レベルエコーより障害エ
コーの方が強い

 — 充填レベルエコーが小さす
ぎます

 — 近距離での干渉信号を解消
します

 — 測定プローブの汚れを除去し
ます。干渉信号が解消された
後、干渉信号の抑制を削除す
る必要があります。

 — 新たに干渉信号の抑制を行
います

8.排出時、測定値が再現
可能な位置に停止する

時間

充
填

レ
ベ

ル

0

 — 保存された干渉信号は、ここで
は充填レベルエコーよりも大き
くなっています

 — 保存された干渉信号を削除
します

 — 新たに干渉信号の抑制を行
います

障害の原因と講じられた措置によっては、必要に応じて「コミッショニン
グ」の章で説明されている手順を再度実施するかか、妥当性と完全性を
確認する必要があります。

9.5 電子モジュールの交換 
故障が発生した場合、電子モジュールはユーザーが交換できます。
Ex用途の場合、必ず適切なEx認可を受けた装置と電子モジュールを使
用してください。
現地に電子モジュールがない場合は、担当の代理店に注文してくださ
い。電子モジュールは各センサーに合わせて調整されており、信号出力
と電源に関しても異なります。
新しい電子モジュールには、センサーの工場出荷時設定を読み込む必
要があります。これには3つの方法があります。
• 工場が行う場合 
• ユーザーが現地で行う場合 
いずれの場合も、センサーのシリアル番号が必要となります。シリアル
番号は、装置の銘板、ハウジングの内側、および装置の納品書に記載さ
れています。
現地で読み込む場合、先に注文データをインターネットからダウンロー
ドする必要があります (取扱説明書「電子モジュール」を参照)。

注意： 
アプリケーション固有の設定は、すべて再度入力する必要があります。
そのため、電子機器の交換後、新たにコミッショニングを行う必要があ
ります。

排出時の測定エラー  

トラブルシューティング後
の対応  
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センサーの初回コミッショニング時にパラメータ化データを保存して
いた場合は、それらを交換用電子モジュールに転送できます。その場合
は、コミッショニングを再度行う必要はありません。

9.6 ロッドを交換する 
測定プローブのロッド(測定部品)は、必要に応じて交換できます。測定
ロッドを緩めるには、10 mmのオープンエンドレンチが必要です。
注意： 
食品向け仕様の研磨済みロッドは、損傷や引っかき傷に対し非常にデ
リケートであることに注意してください。表面の損傷を避けるため、専用
のツールを使用してください。
1. 配管接続部を手で保持しつつ、オープンエンドレンチ (サイズ 10) 

を保持面に合わせ、測定ロッドを緩めます 
2. 緩められた測定ロッドを手で緩めます 
3. 付属の新しいシールリングをねじに取り付けます。
4. 新しい測定ロッドを、手で慎重にライン接続部のねじに取り付けま

す。
5. 手で保持し、測定ロッドを6 Nm (4.43ポンドフィート) のトルクで締

め付けます。

1  

図29：測定ロッドの交換 
1  シールリング  

ロッドを交換する  
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情報： 
接続部の最大引張強度が維持されるよう、指定されたトルクで締め付
けてください。
6. 新しい測定プローブの長さ、そして必要に応じて新しいプローブの

タイプを入力し、再度調整を行います (「コミッショニング手順、最小
調整の実行—最大調整の実行」を参照)。

9.7 ソフトウェアのアップデート 
センサーのソフトウェアをアップデートするには、以下のコンポーネン
トが必要です。
• センサー 
• 電源 
• HARTモデム 
• PACTware を備えたコンピュータ 
• 最新のセンサーソフトウェアファイル 
最新のセンサーソフトウェアと手順の詳細は、当社ホームページ www.
burkert.com のダウンロードエリアでご確認ください。
インストールに関する情報は、ダウンロードファイルに含まれています。

注意： 
認可済みの装置は、特定のソフトウェアバージョンに関連付けられて
いる可能性があります。そのため、ソフトウェアをアップデートする場合
は、認可が引き続き有効であることを確認してください。
これに関する詳細は、当社ホームページ www.burkert.com のダウンロ
ードエリアをご覧ください。

9.8 修理の際の手順 
修理が必要な場合は、担当の代理店にお問い合わせください。

http://www.buerkert.com
http://www.buerkert.com
http://www.buerkert.com


68

46223-D
E-140331  

LEVEL TRANSMITTER 8189 • 4…20 mA/HART—2線式  

取り外し 

10 取り外し 

10.1 取り外しの手順 
警告！ 
取り外す前に、容器または配管内の圧力、高温、腐食性または有毒な充
填物といった危険なプロセス条件に注意してください。

「取り付け」および「電源への接続」の章に記載された手順を逆の順序
で実行してください。

10.2 廃棄処分 
本装置は、専門のリサイクル業者が再利用可能な素材で製造されてい
ます。当社は、電子機器を簡単に分離できるように設計し、リサイクル可
能な素材を採用しています。
そのため、適切な廃棄処分を行い、人や環境への悪影響を回避し、貴重
な材料を再利用することができます。
素材に関しては、「テクニカルデータ」の章を参照してください 
使用済みの装置を適切に処分できない場合は、引き取りによる廃棄に
ついてご相談ください。

WEEE指令 2002/96/EC  
本装置は、WEEE指令 2002/96/EC および対応する国内法の対象にはな
っていません。装置を直接専門のリサイクル業者に送り、自治体の回収
センターは使用しないでください。これらの自治体施設は、WEEE 指令
に基づき、個人が使用する製品のみを回収の対象としています。
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11 付録 

11.1 テクニカルデータ 
一般データ
316L は 1.4404 または 1.4435 に相当
素材、媒体と接触

 — ライン接続部 316L および PEEK
 — 装置側のプロセスシーリング  

(ロッド用貫通穴)
FFKM、EPDM、FEPM

 — プロセスシーリング 設備側
 — ロッド：ø 8 mm (0.315インチ)—研

磨済み
316L (1.4435のみ)—バーゼル規格準拠

表面の状態1)

 — 研磨済み (バーゼル規格) Ra < 0.76 µm (3～5インチ)
 — 電解研磨済み (バーゼル規格) Ra < 0.38 µm (1.5～5インチ)

素材、媒体とは非接触
 — プラスチックハウジング プラスチック PBT (ポリエステル)
 — アルミダイカストハウジング アルミダイカスト AlSi10Mg、パウダーコーティング—ベー

ス：ポリエステル
 — ステンレスハウジング—精密鋳造 316L
 — ステンレスハウジング、電解研磨済み 316L
 — ハウジングとハウジングカバーの間

のシール
NBR (ステンレススチールハウジング、精密鋳造)、シリコン 
(アルミニウム/プラスチック ハウジング、ステンレス スチ
ール ハウジング、電解研磨済み)

 — ハウジングカバーの点検窓 (オプション) ポリカーボネート (Ex-d仕様の場合：ガラス)
 — アース端子 316L

導電接続部 アース端子、プロセス接続部、測定プローブの間

ライン接続部
 — クランプ 最小 2インチ～
 — パイプ接続部 DN 32 PN 40～

重量
 — 装置重量 (プロセス接続部に依存) 約 0.8～8 kg (0.176～17.64ポンド)
 — ロッド：ø 8 mm (0.315インチ)—研

磨済み
約 400 g/m (4.3温水/フィート)

測定プローブ長さ L (ab Dichtfäche)
 — ロッド：ø 8 mm (0.315インチ)—研

磨済み
4 mまで (13.12 ft)

 — 長さ調整精度—ロッド ±1 mm + (ロッド長の)0.05%
ロッドへの横方向負荷：ø 8 mm (0.315イ
ンチ)—研磨済み

10 Nm (7.38ポンドフィート)

1) すべての媒体接触部
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交換可能なロッド測定プローブ用締め付
けトルク (プロセス接続部)

4.5 Nm ±0.5 (3.32 ポンドフィート)

NPTケーブル接続およびコンジットパイプ
用締め付けトルク

 — プラスチックハウジング 最大 10 Nm (7.376ポンドフィート)
 — アルミ/ステンレスハウジング 最大 50 Nm (36.88ポンドフィート)

入力値
測定値 液体の充填レベル
充填物の最小誘電率値 εr ≥1.6

2  

4  

3  

5  

1  

図30：測定範囲—LEVEL TRANSMITTER 8189
1 基準レベル
2 プローブ長 L
3 測定範囲 (工場出荷時の調整では水中での測定範囲が基準となります)
4 上の遮断距離 (測定精度の図を参照—グレーでマークされた部分)
5 下の遮断距離 (測定精度の図を参照—グレーでマークされた部分)

出力値
出力信号 4～20 mA/HART
出力信号の範囲 3.8～20.5 mA/HART (初期設定)
HART仕様に対応 7
信号の分解能 0.3 µA
電流出力の故障信号 (設定可能) 前回の有効な測定値、≥21 mA、≤3.6 mA
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最大出力電流 21.5 mA
始動電流 始動後ö msは≤10 mA、<3.6 mA
負荷 電力供給下での負荷を参照
減衰 (入力変数の63%)、調整可能 0～999 秒
HART 出力値HART 7 準拠、(工場出荷時設定)2)

 — 最初のHART値 (PV) 充填レベルの線形化されたパーセンテージ
 — 第2のHART値 (SV) 充填レベルまでの距離
 — 第3のHART値 (TV) 充填レベルの測定信頼性
 — 第4のHART値 (QV) 電子機器温度

表示値—表示および操作モジュール3)

 — 表示値 1 充填レベルの充填高さ
 — 表示値 2 電子機器温度

測定分解能(デジタル) <1 mm (0.039インチ)

測定精度 (DIN EN 60770-1基準)
DIN EN 61298-1準拠のプロセス-参照条件

 — 温度 +18～+30 °C (+64～+86 °F)
 — 相対湿度 45～75%
 — 空気圧 +860～+1060 mbar/+86～+106 kPa (+12.5

～+15.4 psig)
取り付け-参照条件

 — 組込部品への最低間隔 >500 mm (19.69インチ)
 — 容器 金属製、ø 1 m (3.281フィート)、中心に取り付

け、容器カバと同一面のプロセス接続部
 — 流体 水/オイル (誘電率 ～2.0)4)

 — 取り付け 測定プローブ端は容器の底に触れません
センサーのパラメータ化 干渉信号の抑制は行われません
一般的な測定誤差—界面測定 ±5 mm (0.197インチ)
一般的な測定誤差—総充填レベル 界面測定 下の図表を参照
一般的な測定誤差—充填レベル測定5)6) 下の図表を参照

2) 出力値は任意に割り当てることができます
3) 表示値は任意に割り当てることができます
4) 界面測定時 = 2.0
5) 組込状態によって発生する誤差は、調整するかDTMサービスモードで測定値オフセットを変更することで修正できる可能性がありま

す)
6) 干渉信号の抑制によって、遮断距離を最適化できます。
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15 mm 
(0.591")  

2 mm 
(0.079") 

0 
-2 mm 

(-0.079")  

-15 mm 
(-0.591")  

1  

0.08 m 
(3.15")  

0.2 m 
(7.874")  

L  

0.04 m  
(1.575")  

図31：ロッド仕様のLEVEL TRANSMITTER 8189の水中での測定誤差
1  遮断距離—この範囲での測定は不可能です 
L  プローブ長

15 mm 
(0.591")  

2 mm 
(0.079") 

0 
-2 mm 

(-0.079") 

-10 mm 
(-0.394") 

-15 mm 
(-0.591")  

1  

0.15 m 
(5.906")  

0.35 m 
(13.78")  

L  

0.05 m 
(1.969") 
0.1 m 

(3.937")  

 1  

図32：ロッド仕様のLEVEL TRANSMITTER 8189のオイル中での測定誤差
1  遮断距離—この範囲での測定は不可能です 
L  プローブ長

再現性 <±1 mm

測定精度への影響要因
デジタル測定値に関する情報



LEVEL TRANSMITTER 8189 • 4…20 mA/HART—2線式  73

46
22

3-
D

E-
14

03
31

  
付録 

温度ドリフト—デジタル出力 最大測定範囲または最大 10 mm (0.394インチ) で  
±3 mm/10 K

EN 61326に基づく電磁干渉による追加の
測定誤差

<±10 mm (<±0.394インチ)

これらのデータは電流出力にも適用されます7)

温度ドリフト—電流出力 16 mAのスパンに対して±0.03%/10 Kまたは最大で±0.3%
アナログ/デジタル変換による電流出力に
おける誤差

<±15 µA

EN 61326に基づく電磁干渉による追加の
測定誤差

<±150 µA

測定精度に対する重なった気相と圧力の影響
充填物の上のガスまたは蒸気中におけるレーダーパルスの伝播速度は、圧力が高い場合には低下し
ます。この効果は重なった気相または蒸気に依存し、特に低温で顕著になります。
以下の表は、いくつかの典型的なガスまたは蒸気における測定誤差を示しています。記載された値は
距離に対するものです。正の値は測定距離が大きすぎることを、負の値は測定距離が小さすぎることを
意味しています。

気相 温度 圧力
1 bar (14.5 psig) 10 bar (145 psig) 50 bar (725 psig)

エア 20 °C/68 °F 0.00% 0.22% 1.2%
200 "C/392 °F -0.01% 0.13% 0.74%
400 "C/752 °F -0.02% 0.08% 0.52%

水素 20 °C/68 °F -0.01% 0.10% 0.61%
200 "C/392 °F -0.02% 0.05% 0.37%
400 "C/752 °F -0.02% 0.03% 0.25%

水蒸気 (飽和蒸気) 100 "C/212 °F 0.26% - -
180 "C/356 °F 0.17% 2.1% -
264 "C/507 °F 0.12% 1.44% 9.2%
366 "C/691 °F 0.07% 1.01% 5.7%

測定特性および性能データ
測定サイクルタイム <500 ms
ステップ応答時間8) ≤3 s
最大充填/排出速度 1 m/分

環境条件
周囲温度、保管温度、輸送温度 -40～+80 °C (-40～+176 °F)

7) 追加の電流出力にも適用 (オプション)
8) 液体アプリケーションの場合は最大 0.5 m、バルク材アプリケーションの場合は最大 2 m の測定距離の急激な変

化の後、出力信号が初めて定常状態値の 90% になるまでの時間 (IEC 61298-2)。
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プロセス条件
プロセス条件としては、さらに銘板に記載されたデータも遵守する必要があります。それらのうち低い
値が適用されます。
指定された圧力および温度範囲では、プロセス条件による測定誤差は < 1%です。
プロセス圧 -1～+16 bar/-100～+1600 kPa (-14.5～+232 psig)、プロセ

ス接続部に依存
フランジ公称圧力レベルを基準とする
容器圧力

補足説明書の「DIN-EN-ASME-JISに準拠したフランジ」を
参照

プロセス温度 (クランプまたはフランジ温度)
 — FFKM -20～+150 °C (-4～+302 °F)
 — EPDM -20～+150 °C (-4～+302 °F)
 — FEPM -10～+150 °C (+14～+302 °F)

1  

80 °C 
(176 °F)  

0 °C 
(32 °F)  

-20 °C 
(-68 °F)  

-40 °C 
(-104 °F)  

2  

150 °C 
(302 °F)  

図33：周囲温度—プロセス温度、標準装置
1 周囲温度
2 プロセス温度 (シールの素材に依存)
3 最大許容温度—標準

耐振動性
 — 装置のハウジング EN 60068-2-6に基づく5～200 Hzで4 g (共振時の振動)
 — ロッド測定プローブ EN 60068-2-6に基づく5～200 Hz(共振時の振動)、ロッド

長 50 cm(19.69インチ)で1 g
耐衝撃性

 — 装置のハウジング 100 g、EN 60068-2-27に基づき6 ms(機械的衝撃)
 — ロッド測定プローブ 25 g、EN 60068-2-27(機械的衝撃)、ロッド長50 cm(19.69

インチ)で6 ms

電気機械データ—仕様 IP 66/1P 67およびIP 66/1P 68、0.2 bar
ケーブル接続 M20x1.5または½ NPT
ワイヤ断面（スプリング端子）

 — 単線、編組 0.2～2.5 mm² (AWG 24～14)
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 — フェルール付き編組 0.2～1.5 mm² (AWG 24～16)

表示および操作モジュール
表示エレメント バックライト付きディスプレイ
測定値表示

 — 数字の数 5
 — 数字のサイズ 幅x高さ=7x13 mm

操作エレメント 4つのボタン
保護等級

 — 組み込み前 IP 20
 — ハウジング内でカバーなしの状態 IP 40

素材
 — ハウジング ABS
 — 点検窓 ポリエステルフォイル

内蔵時計
日付フォーマット 日.月.年
時間フォーマット 12時間/24時間
工場出荷時の時間帯 CET
最大誤差 10.5分/年

電子機器温度の測定
分解能 1 °C (1.8 °F)
精度 ±1 °C (1.8 °F)
許容温度範囲 -40～+85 °C (-40～+185 °F)

電源
動作電圧

 — 非Ex装置、Ex-d装置 9.6～35 V DC
 — Ex-ia装置 9.6～30 V DC
 — Ex-d-ia装置 15～35 V DC

発光式表示および操作モジュール搭載時の動作電圧
 — 非Ex装置、Ex-d装置 16～35 V DC
 — Ex-ia装置 16～30 V DC
 — Ex-d-ia装置 20～35 V DC

極性ミス防止 内蔵
許容残留リップル—非Ex-、Ex-ia装置

 — Frequency 16～400 Hz
 — 12 V< UN < 18 V 向け S0.7 Vef

 — 18 V< UN < 35 V 向け <1.0 Vef
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許容残留リップル—Ex-d-ia装置
 — Frequency 16～400 Hz
 — 18 V< UN < 35 V 向け ≤ 1.0 Vef

負担抵抗
 — 計算 (UB—Umin)/0.0215 A
 — 例—非Ex装置、U = 24 V DCB (24 V - 9.6 V)/0.0215 A = 670 Ω

電気保護措置
保護等級 IP 66/IP 67 (NEMA 4X)
過電圧カテゴリ III9)

保護クラス III10)

認可
認可済みの装置でも、仕様によって技術データが異なる可能性があります。そのため、これらの装置に
ついては、関連する認可文書に注意する必要があります。

11.2  ハウジングの寸法
～76 mm 

(2.99")  

M20x1.5/ 
½ NPT  

Ø 91 mm 
(3.58")  

12
3 

m
m

 
(4

.8
4イ

ン
チ

)  

～76 mm 
(2.99")  

M20x1.5/ 
½ NPT

Ø 91 mm 
(3.58")  

1 2  

12
7 

m
m

 
(5

")
  

図34：保護等級 IP 66/IP 68 (0.2 bar) のハウジング仕様—表示および操作モジュールの内蔵で、ハウジングの高さが 
4 mm/0.16 インチ増加
1  表示および操作モジュールなしのハウジング
2  表示および操作モジュール用透明カバー付きハウジング

9) IEC 61010-1
10) IEC 61010-1
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LEVEL TRANSMITTER 8189、ロッド仕様 0 8 mm (0.315 in)、研磨済み

56
 m

m
 

(2
.2

0"
)  

L  

ø 8 mm 
(0.32")  

図35：LEVEL TRANSMITTER 8189、ロッド仕様 ø 8 mm (0.315 in)、研磨済み 
L   センサー長、「テクニカルデータ」の章を参照
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LEVEL TRANSMITTER 8189、ロッド仕様 ø 8 mm (0.315 in)、研磨済み—オートクレーブ対
応仕様

2 1
3

∅ w

DIN DN25 DN32 DN40/1～1 1/2インチ ∅ 50.5
DIN DN50/2インチ ∅ 64
DIN DN65/3インチ ∅ 91

図36：LEVEL TRANSMITTER 8189、ロッド仕様 ø 8 mm (0.315 in)、研磨済み—オートクレーブ対応仕様
1  ユニオンナット
2  ライン接続部
3  封止カバー

ø 54 mm 
(2.13インチ) 

ø w  
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11.3  商標
使用されるすべての商標および会社名は、法的所有者/著作権者に帰属します。
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操作のロック  37 

バックライト  38 

減衰  31 

日時  41 

デフォルト値  42 

コミッショニングのエコー曲線  41 
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単位  28 
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気相  29 
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線形化  31 
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測定偏差  62 
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修理  67 

リセット  42 

スレーブポインター  39 

クイックコミッショニング  24 

装置設定のコピー  44 
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